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//from the editor / 

 近代的な自動化住宅が現実のものになろうとしています。私が見て育った 2062 年の宇宙時代の家族を舞台にし
たアニメ、The Jetsons では、ロボットの家政婦や奇抜な発明品、自家用宇宙船とともに暮らしていました。最初の
放送から50 年が過ぎた今、この番組で予想されていたことのいくつかが現実に近づきつつあるようです。 

サンフランシスコで JavaOne に参加した方なら、Internet of Things ( モノのインターネット : 以降 IoT) に関する盛
り上がりと、何十億ものデバイスがインターネットに接続された世界の予想を耳にしたことでしょう。その予想は実
現しつつあり、Java はこれに大きく貢献しています。イベントでは NAO ロボットやロボット魚、または Lego のロボッ
トなどのロボットを目にしたと思います。また、開発者ニーズに対応した Raspberry Pi も大いに注目を集めました。

ホーム・オートメーションは IoT の典型的な例です。本号の "Smartest House on the Street" では、openHAB（2013
年の Duke’ s Choice Award を受賞）と呼ばれる Java ベースのソフトウェア環境を使用して、デバイスとアプリケーショ
ンがデバイスとアプリケーションを統合した近代的な住宅の内部をご紹介します。

Java と IoT に関する最新情報をお探しなら、Eric Bruno 氏による "Internet of Things 入門" をご覧ください。組
込みデバイス上で誕生した Java が、なぜ開発の標準候補として有力な地位にあるのかが分かります。

あなたがどのようなプロジェクトに携わっていようと、できる限り最高の開発者になる必要があるのは
言うまでもありません。本号では開発のベスト・プラクティスに焦点を合わせた特別記事をお届けしま
す。アジャイル開発、パフォーマンス・チューニング、同時実行性の開発、DevOps、チーム力学に
ついて論じた記事を見つけるには、左側のアイコンを探してください。

あなたが思い描く未来的なプロジェクトについて、是非お知らせください。

編集長 Caroline Kvitka

超
My local and global JUGs 
are great places to network
both for knowledge and work. 
My global JUG introduces 
me to Java developers all 
over the world.
Régina ten Bruggencate

JDuchess
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LEARN MORE
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Caroline Kvitka（@oraclejavamag）：
2001 年にオラクルに入社し、Oracle 
Magazine、Profit、Java Magazine の編
集長を務める。90 年代のはじめからテ
クノロジー関連の記者を務め、複数の
テクノロジーおよび Eコマース事業の立
ち上げに参加した経験を持つ。 

写真：BOB ADLER
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92カ国以上から来場した参加者は、Codegarten に集
まって話をしたり、Raspberry Pi コーディング・チャレ
ンジに取り組んだり、教育イベントや交流イベントに参
加したりと400 以上のセッションから好きなものを選ん
で JavaOne 2013 を満喫しました。さらに、JavaOne
のにぎやかな雰囲気はヨット・レースのアメリカス・カッ
プによって高まり、ORACLE TEAM USA の歴史的な逆
転勝利によって最高潮に達しました。 

サンフランシスコの Moscone Center でカンファレン
スの幕を開いたのは、オラクルの Peter Utzschneider
とNandini Ramani による戦略基調講演でした。
Utzschneider は、昨年の " 未来の Java を創る "という
テーマがもっともな理由から今年も引き継がれたこと
を伝え、次のように述べました。「業界ではさまざまな
ことが進行しており、大規模な転換と革新が起きようと
しています。これは Java に大きな課題とチャンスをも
たらします」。目標は、Java をより良く、より強く、さら
に強固に、そして今後何十年にもわたって価値を維持
することです。 

モバイルとソーシャルの組合せは膨大なデータを多
様な形式で生み出しており、その量とスピードは増す
一方です。Utzschneider によると、人間が介在しない
デバイスは今後 10 年で 100 億から500 億、インター
ネット上に接続されるとされています。「これこそが、
Internet Of Things です」とUtzschneider は言います。

「Java 開発者にとっても、コミュニティにとっても、こ
れまでの流れが大きく変わることになるでしょう」  
 

第 18 回
JAVAONE

上から時計回
りに：Taylor 
Street Café の
にぎやかな雰
囲気、IoT につ
いて語るPeter 
Utzschneider、
統合について
語るNandini 
Ramani。 

//java nation / 

写真：ORANGE PHOTOGRAPHY
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//java nation / javaone 

写真：ORANGE PHOTOGRAPHY

Ramani は Javaプラットフォームの統合
について語りました。「Java SE 8 でリリース
するCompactプロファイルは Connected 
Device Configuration を置き換えるため、実
装の数が 1 つ少なくなります。また、APIと
言語の両方の観点からも共通性を高めてい
ます」

Ramaniは IoTについても触れました。「IoT
分野には、オープンな標準プラットフォーム
が必要であると誰もが考えていますが、Java
はこの市場向けとして最適です。」 

オラクルの Mark Reinhold は、James Gosling 氏の言葉を引用して JavaOne
テクニカル基調講演をスタートさせました。Java が成功するには、Gosling 氏
のいう"feel of Java" を持続し、信頼性、単純さ、普遍性という重要な価値を
維持する必要があります。 

Reinhold はこう言いました。「私たちがこれらを維持できれば、Java はその
生産性だけでなく、楽しさも持ち続けるでしょう。単純に評判の良い機能を毎
年追加するだけでは十分ではありません」。Reinhold は Java における多数の
イノベーションへと話を進めました。特に重要な話題について、いくつかご紹
介しましょう。
ラムダ式：Reinhold によると、ラムダ式は、単一のものとしては、言語仕様に
対する過去最大のアップグレードです。「私たちは今回初めて、JVM（Java 仮
想マシン）、言語、ライブラリがともに発展するように入念な調整を行いまし
たが、結果はやはりJavaらしいものになりました」とReinhold は述べました。
オラクルの Brian Goetz が登壇して次のように述べました。「ラムダ式は、今ま
での Java のプログラミング方法を変えるでしょう。Java はこれまで、データ型
を抽象化する優れたツールを提供してきました。私は、動作パターンの抽象化
を改善したほうがよいと考えていました。そこで登場するのがラムダ式です」  
DukePad：オラクルの Jasper PottsとRichard Bair は、Raspberry Piと
Oracle Java SE Embedded 8 をベースにした自作組立て式タブレットDukePad
のデモを行いました。DukePad は OSとしてRaspbian Linux を使用し、プラッ
トフォームとしてOSGi ベースの JavaFX 環境を使用しています。 

テクニカル基調講演 

テクニカル基調講演のハイライト

戦略基調講演のハイライト

上から順に：チェ
スをするRichard 
Bair、DukePad を
紹介する Jasper 
Potts、ラムダ式に
ついて語るMark 
Reinhold。 
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オラクルの Donald Smith は、Freescale Semiconductor の Geoff 
Lees 氏に続くコミュニティ基調講演で最近の JavaOne カンファレン
スを振り返りました。JavaOne 2011 のテーマは Java を前に進めるこ
と、そして Java SE 7リリース後のインフラストラクチャを再起動する
ことでした。JavaOne 2012 では、イノベーションに加えて、クラウド
やビッグ・データ、IoT、オープンソースなどの主要技術セグメント
における Java の役割に重点を置きました。 

Smith は続けて次のように言いました。「今年、私たちはこれらす
べての一歩先を行き、エンドユーザーやアプリケーション開発者を称
えたいと思います。Java エコシステムの懸命の努力のおかげで構築
の進んでいる素晴らしいアプリケーションをいくつか紹介しましょう」

この講演中、オラクルの Henrik Stahl が壇上で多数のイノベーショ
ンが紹介されました。 

Java Champion の Stephan Janssen 氏は、2013 年の Duke’ s 
Choice Award を受賞した Devoxx4Kids について語りました。このプ

FREESCALEと
INTERNET OF THINGS

Freescale Semiconductor の Geoff Lees 氏
は満員の聴衆を前に Javaコミュニティ基調
講演を始めました。Lees 氏が語ったのは、
どのように Internet of Things (IOT) が実現す
るかという展望についてです。 
「マイクロコントローラ・コミュニティは急

速に Java を採用しており、私たちは助けを
必要としています」とLees 氏は述べました。  

Lees 氏によると、IOT は、プロセス・ノー
ドの変化、高度なセンサー・テクノロジーの
利用拡大、これらのテクノロジーの統合、プ
ロセスと設計の両技術での低電力テクノロ

ジーの急速な採用といった観点から、半導体業界のテクノロジーに対する考
え方を変えつつあります。アナログ信号の集積の進歩とIOT はこれらを実現
に近づけています。 
「私たちは、今後数年ではなく、今後数か月でこれらすべてをどのように

実現するかについて考えています」とLees 氏は述べ、また、セキュアな
IoT を構築するための鍵は Java 開発が握っていると述べました。Java ベー
スのエッジ・ノードは、ネットワーク全体にセキュアな暗号化サービスと認
証サービスを提供する可能性をもたらします。その他の環境でこれらを開発
することは困難であり、グローバルに実施することはできないでしょう。また、
IoT の開発に必要な転換点には達しないでしょう。 

Lees 氏によると、Freescaleとオラクルは、エッジ・ノードと各種ゲートウェ
イ・ソリューションの両方に対応したソフトウェア・モデルおよびハードウェ
ア・モデル向けのプラットフォーム開発に向けて協力しています。「私たちは
協業を通じて Java を最適化し、Java 機能をさらにネットワークに取り込むべ
く努力しています」 

//java nation / javaone 2013 /

写真：ORANGE PHOTOGRAPHY、PETER PILGRIM 

コミュニティ
基調講演

左から時計回り
に：Lego ボッ
トを操作する
Henrik Stahl
とStephen 
Chin 氏、
Devoxx4Kids
について語
るStephan 
Janssen 氏、
Minecraftプ
ログラミングの
スキルについ
て話すAditya 
Gupta 君。

Internet of Thingsの展望を
語るGeoff Lees氏
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JavaOne 開催の数週間前に Java.netアンケートが行われ、JavaOne で開催される
8 つのテクノロジー・トラックのうちもっとも重要なトラックはどれかという質問を
Javaコミュニティに投げかけました。2 週間にわたって行われた調査では、304 票
の回答が寄せられました。「JavaOne 2013 でもっとも重要なトラックは・・・」結
果は以下のとおりです。

JAVA.NETアンケート

もっとも重要な JAVAONEトラック

//java nation / javaone 

ログラムは 10 歳から14 歳までの子供に
コンピュータ・プログラミングを教えるも
のです。Janssen 氏は子供向けイベント
の開催を考えている Java ユーザー・グ
ループがあれば、Devoxx4Kids の教材
を提供すると申し出ました。

Oracle Academy の Alison 
Derbenwick Miller は、アカデミーが

102 カ国 250 万の学生に対して行った普及活動について話
しました。 

10 歳にしてMinecraft の達人である Aditya Gupta 君は、
Minecraft のソース・コードに対して行った拡張（空飛ぶブ
タ、果てしなく連鎖する爆発、コード遊び）を紹介して聴衆
を楽しませました。

2 台の Duke Segway ロボットが登場し、Java Champion
である Stephen Chin 氏の誘導に従って誇らしげに歩き回り
ました。 

Java Champion の Paul Perrone 氏は Java で駆動する車
を（ビデオで）紹介しました。 

Opower の Drew Hylbert 氏は、Java テクノロジーを使
用して消費者が節電する方法を紹介しました。 

Goldman Sachs のテクノロジー・フェローであるMike 
Marzo 氏は、Goldman の開発者が何年もかけて作成した
1 億行の Javaコードが持つ価値について語りました。

最後に、"Java の生みの親 " であり、Liquid Robotics の
チーフ・ソフトウェア・アーキテクトである James Gosling
氏が登壇し、Aditya Gupta 君のおかげで Gosling 氏自身も
Minecraft ハッカーになりたくなったと感想を述べたあと、
Gosling 氏は Liquid Robotics の海洋グライダー・ボットが
海から撮影したハワイの風景を紹介し、その仕組みを詳し
く説明しました。 

コミュニティ基調講演は、Java がこれまでに成し遂げて
きたことと今後の方向性を一新するという自覚と誇りを強く
示すものでした。 

写真：PETER PILGRIM

30%
JavaFX を使用したクライアントと組込みの開発

21%
すべてのトラックが重要

16%
Java のセキュリティ

7%
コア Javaプラットフォーム
7%
Java 仮想マシンで稼働する新言語
7%
Java EE の Web Profileとプラットフォーム・テクノロジー
6%
Java Web サービスとクラウド
4% 
Java の開発ツールとテクニック
3%
組込み、スマートカード、IoTアプリケーションでの Java を使用したエッジ・コンピューティング
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//java nation / javaone 2013 /

写真：ARUN GUPTA、YOLANDE POIRIER 

JavaOne 前日の土曜
日、大雨にもかかわら
ず Geek Bike Ride が決
行され、12 名の果敢な
参加者がフィッシャーマ
ンズ・ワーフからゴー

ルデン・ゲート・ブリッ
ジを渡ってサウサリート
までの道のりをサイクリ

ングしました。まさに
Java の粘り強さを物語

るイベントでした。 

今年も開催

RASPBERRY PI 向けの JAVA 

EMBEDDED チャレンジ

JavaOne で開催され
た Raspberry Pi 向け
の Java Embedded
チャレンジイベントで
は、組込みプロジェ
クトを構築する機会
がカンファレンス参
加者に与えられまし
た。2日間にわたる
課題イベントは、Raspberry Piとこれを使
用したプロジェクトを紹介する一連の講義
から始まりました。
このイベントを Yara Senger 氏ととも

に開催した Vinicius Senger 氏（ともに
Globalcode）は、Raspberry Pi のレイアウ
トとその他のボードに対する構成について
説明しました。また、Senger 氏は、自身
が構築した、Arduino や Beagle、その他
のボードを含む組込みパネルのほか、呼
気に含まれるアルコール、心拍数、間隔、
音声をモニタリングするセンサーも紹介し
ました。

参加者は 3日間にわたって、各種セン
サー、Raspberry Pi、Arduino、その他のボー
ドを統合した Oracle Java SE Embedded
アプリケーションを構築しました。チーム
でのアプリケーションの

開発中、エキスパートとメンターがプレゼ
ンテーションや指導を行いました。 
Yara Senger 氏はこう言いました。「一

番の目標は達成されました。盛大なパー
ティ（が開催されていた）にもかかわらず、
人々は夜 11 時までコーディングを楽しみ、
わずか数日で驚くべきプロジェクトを開発
したのです」 

開発者チームは、Google Glass を使用
したハート・モニター・アプリケーション、
ラジコン・カー・アプリケーション、ホーム・
オートメーション・プラットフォーム、実
地飲酒検査機、電話を使用したリモコン、
ロードバランシング・クラウド・アプリケー
ション、音声 / テキストによる盗難アラー
ム、という7 つのリモコン式アプリケーショ
ンを開発しました。 

左から時
計回りに：
Raspberry Pi
の構成を説明
するVinicius 
Senger 氏、
Raspberry 
Pi、Gemalto、
Beagle ボー
ド上のセン
サー、この課
題の目標につ
いて話す Yara 
Senger 氏。

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
http://www.java.net/challenge
http://www.java.net/challenge
http://www.java.net/challenge
http://www.youtube.com/watch?v=jNQpB5UZi50&feature=youtu.be
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コミュニティの力

 
コミュニティの重要性が JavaOne 
2013 の全体を通じてまざまざと示
されました。9 月 22日日曜日の
カンファレンス初日に開催された
NetBeans DayとJava ユーザー・
グループ（JUG）フォーラムでは、
JUG の維持や GlassFish から Java 
Community Process（JCP）や
Adopt-a-JSRとAdopt-OpenJDK
の活動まで、あらゆる内容が取り
上げられました。また、最終日は
コミュニティ基調講演から始まり
ました（7 ページを参照）。その
間、コミュニティに関連する多数
のセッションとパネル・ディスカッ

ション、また、夕方の Birds-of-a-
Feather（BOF）セッションが開催
されました。

コミュニティは、Java
が人々の生活に与える
影響の根底をなす側面
であるという事実が、
Morocco JUG のリー
ダーの Badr El Houari
氏とJUG-Africa のリー
ダーの Max Bonbhel
氏による日曜日の JUG
フォーラムで説明されま
した。  
El Houari 氏が 2012 年
11 月に始めた第 1 回の
JMaghreb Conference

は、30 のセッションに 18 名の講
演者と850 名の参加者を集め、成
功裏に終わりました。Bonbhel 氏
は第 3 回目の JCertif Conference
を終えたばかりで、このカンファ
レンスには 20 カ国から1,800 名
以上の開発者が参加しました。 

NetBeansコミュニティも
JavaOne に積極的に参加して
いました。NetBeansプラット
フォーム上に構築されたアプリ
ケーションに対して授与された
Duke’ s Choice Award は 4 つに
上ります。a.i. solutions の Sean 
Phillips 氏はコミュニティ基調
講演において、チームで開発し
た NetBeans ベースの GEONS 
Ground Support System に
ついて語りました。一方、

AgroSense のリード開発者であ
る Timon Veenstra 氏（2012 年
の Duke’ s Choice Award 受賞
者）が開催したセッションでは、
NetBeansアプリケーションによっ
て制御された飛行機がセッション
会場内を飛んでいました。

もう1 組の Duke’ s Choice 
Award 受賞者は JFrog の Bintray
です。このコミュニティは再配布
可能なソフトウェア・バイナリを
中心としています。Bintray は開発
者に対して、人々がどのようにソフ
トウェアを利用しているかという情
報に加えて、特定の要件に合った
ソフトウェアの検索に使用できるリ
ソースを提供しています。

世間にはさまざまなプログラミ
ング言語やツールキットがありま
すが、コミュニティという側面から
見た場合、Java は唯一無二の存
在です。

//java nation / javaone 2013 /

TIMON VEENSTRA 氏の写真：TON HENDRICKS

製品ニュース
Java SE 8 の仕様とその正式なリファレ
ンス実装である JDK 8 が 2014 年 3 月
に公開される予定です。Java SE 8と
JDK 8のおもな機能は、Project Lambda

（JSR 335）、Nashorn JavaScript エン
ジン、新しい日付と時間の API（JSR 
310）一連の Compactプロファイ
ル、そして Java HotSpot VM からの
"Permanent 世代 " の削除です。 

Java ME8 の新機能には、Java SE 
8 の言語仕様とAPI の同調、最新の
Webプロトコル対応、単純な使い捨
て機器からより複雑な配備が必要な機
器まで有効な総合的なアプリケーショ
ン・モデルの提供、高度なセキュリ
ティ、電源管理用の標準 API、幅広い
標準の周辺機器の利用などが挙げら
れます。Oracle Java ME Embedded 8
は、Java ME 8 標準の Oracle 実装にな
ります。Oracle Java ME Embedded 8 
Early Access が、Raspberry Pi Model B

（ARM11）および ST Microelectronics 
STM32F4DISCOVERY（ARM 
Cortex-M4）向けのバイナリ・ランタイ
ムとして提供されています。 

NetBeans Dayでの James Gosling 氏

Timon Veenstra氏 Badr El Houari氏

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
http://jmaghreb.moroccojug.org/
http://www.jcertif.com/
http://www.ai-solutions.com/
http://www.agrosense.eu
https://bintray.com/
http://openjdk.java.net/projects/jdk8/spec/
http://openjdk.java.net/projects/jdk8
http://openjdk.java.net/projects/lambda/
http://openjdk.java.net/projects/nashorn/
http://openjdk.java.net/projects/nashorn/
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=310
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=310
http://cr.openjdk.java.net/~mr/se/8/java-se-8-edr-spec.html
http://cr.openjdk.java.net/~mr/se/8/java-se-8-edr-spec.html
http://openjdk.java.net/jeps/122
http://www.oracle.com/technetwork/java/embedded/downloads/javame/java-embedded-java-me-8ea-download-2015091.html
http://www.oracle.com/technetwork/java/embedded/downloads/javame/java-embedded-java-me-8ea-download-2015091.html
http://www.youtube.com/watch?v=6ka6cE2zgaY
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//java nation / javaone 2013 /

パートナー・ニュース
オラクルが発表したOracle Java Platform Integratorプログラムを利用すると、パー
トナーはさまざまなデバイス・タイプや市場セグメントに合わせて、Oracle Java 
ME EmbeddedとOracle Java SE Embedded をカスタマイズできます。 

Gemalto は柔軟なスマート・エネルギー・ソリューションを提供するために、
スマート・グリッド・システムの開発を行うV2COM およびオラクルと協力して
います。このプラットフォームには、Gemalto の Cinterion モジュール、Oracle 
Java ME Embedded、Oracle Java SE Embedded、Oracle Utilities Meter Data 
Managementソリューション、V2COM の Intelligenceware Suite が搭載されてい
ます。

Qualcomm Technologiesとオラクルは、Qualcomm Technologies の Internet 
of Everything ポートフォリオに含まれる主要チップセットに Oracle Java ME 
Embedded を搭載するための協力を続けています。Oracle Java ME Embedded
のサポートは現在 QSC6270-Turbo で提供されており、今後、MDM6x00 および
MDM9x15 に続いてその他のチップセットにも拡大していくための取組みが行われ
ています。 

OpenJDKコミュニティに加入した Freescale Semiconductor は、オラクルおよ
びその他の組織と協力することで Javaプラットフォームの発展に貢献するととも
に、ARM ベースの Freescale i.MXアプリケーション・プロセッサに対して Java を
最適化する予定です。Freescale は Java Community Process（JCP）にも加入し
ており、小型および大型デバイス向けの将来的な Java 仕様に関してオラクルやそ
の他の JCPメンバーと協業する意向です。

Linaro は OpenJDKコミュニティに加入しており、すでに 64 ビットの ARMプロ
セッサに対する Java の移植と最適化に貢献しています。

Square もまた OpenJDKコミュニティに加入しており、Javaプログラミング言語、
Java 仮想マシン、コア・ライブラリの拡張に向けてオラクルをはじめとする組織と
積極的に協力しています。

現在、Raspberry Pi は JDK 7 に搭載されています。将来的な Raspbian イメー
ジはデフォルトで Java に搭載される予定ですが、既存の Raspberry Pi ユーザー
は次の Web サイトから新しい Java サポートをインストールできます。

sudo apt-get update && sudo apt-get install oracle-java7-jdk

11 年目となるJava Community Process
（JCP）Program Award の受賞者が
JavaOneで表彰されました。カテゴリと受賞
者は次のとおりです。

JCP Member/Participant of the Year：
Gil Tene 氏（Azul Systems）

JCP によると「（Tene 氏は）ソフトウェア
特許、知的財産、ライセンス関連の問題に
対して明確なアドバイスを提供することで、
Java の既得権益を持つ組織だけでなく非営

利団体または個人のためになるよう、熱心に取り組んできました」 
Outstanding Spec Lead：Brian Goetz（Oracle）
JCP は、Goetz が「極めて複雑な JSR である JSR 335（Lambda Expressions 

for the Java Programming Language）に対して精力的に取り組み続けている」
点を評価しました。

Most Significant JSR：JSR 335、Lambda Expressions for the Java 
Programming Language

JCP によると、JSR 335 は「Java に対する不満の声を元に、最新のプログラミ
ング言語仕様を取り入れています。・・・」 

Outstanding Adopt-a-JSR Participant：Mohamed Taman 氏、Faissal 
Boutaounte 氏（Morocco JUG、EGJUG）

Taman 氏とBoutaounte 氏が評価されたのは、「JSR 339 や JAX-RS 2.0 仕様に
加えて多数の JSR を採用したことです。Morocco JUG が JSR 339 に関して JIRA
に登録した問題の 1 つは 'release-stopper' に分類されています」 

Java 
Community 
Process 
Award

左から：Mohamed Taman 氏、Gil Tene 氏（とHeather VanCura 氏）、Brian Goetz 氏

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
http://www.oracle.com/technetwork/java/embedded/overview/getstarted/ojpi-1972433.html
http://www.oracle.com/us/technologies/java/embedded/micro-edition/overview/index.html
http://www.oracle.com/us/technologies/java/embedded/micro-edition/overview/index.html
http://www.oracle.com/us/technologies/java/embedded/standard-edition/overview/index.html
http://gemalto.com
http://qualcomm.com
http://freescale.com
http://linaro.org
http://squareup.com
http://www.raspberrypi.org/archives/4920
http://jcp.org/en/press/news/awards/2013award_nominees
http://jcp.org/en/press/news/awards/2013award_nominees
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Patrick Curran は Java Community 
Process（JCP）組織の議長を務め
ています。議長の役割は JCP 内の

Program Management Office（PMO）の
活動を監督することであり、プロセスと
組織の発展、メンバーシップの管理、ス
ペック・リードとエキスパートの指導、
Executive Committee 会議の進行、JCP.
org の管理などが含まれます。

Curran は、25 年以上にわたってソフト
ウェア業界に従事しており、  
Sun Microsystemsとその後のオラクルで
の経験は 20 年におよびます。  
JCP に参加する以前は、Sun のクライアン
ト・ソフトウェア・グループの Javaコン
フォーマンス・エンジニアリング・チーム
を率いていました。また、Java の適合性
と互換性に関するSun の方針と戦略の定
義を担うSun Conformance Council の議
長でもありました。

Curran は、W3C（Quality Assurance
ワーキング・グループのメンバーおよ
び Quality Assurance インタレスト・グ
ループの共同議長として参加）や OASIS

（Test Assertions Guidelines Technical 
Committee の共同議長として参加）を含
む複数のコンソーシアムやコミュニティに
積極的に参加しています。 
このインタビューでは、JSRプロセスを

使用することで、どのように JSRプロセス

JCP Executive シリーズ

未来を描く - JCP.next
透明性および参加状況の改善とオープンソース・プロセ
スの採用に向けた JCP の発展方針について、オラクルの

Patrick Curran が語ります。STEVE MELOAN

写真：BOB ADLER

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://jcp.org/
http://jcp.org/
http://www.w3.org/
http://www.oasis-open.org/
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の透明性と参加状況を改善し、オープン
ソースとの適合性を高めようとしているか
についてCurran に話をうかがいます。 
Java Magazine：JCP.next で実施された
もっとも重要な変更について教えてくださ
い。 
Curran：JSR 348、355、358 を総称して
JCP.nextと呼んでいます。これらの JSR は
オープン性や機敏性、ガバナンスに関す
る多数の重要な問題に取り組むためのも
のです。

以前は、エキスパート・グループは内
密に運営され、何か月も何年もかけて秘
密裏に活動した後、新しい仕様が不可解

に出現するという見方をされていました。
現在有効になっている JSR 348 は、この
パラダイムを本質的に変えるものです。こ
の JSR は、公開メーリング・リストと公開
課題追跡ツールを使用することで、エキ
スパート・グループに作業の透明化を図
ることを義務付けています。すべての JCP
メンバーと一般メンバーがプロセスを参
照し、意見を述べ、プロセスに参加する
機会を持たなければならないことが明確
に定められています。

オープンソース方式がますます広く普及
している世界で、効果的な標準開発プロ
セスを運用するには、透明性と人々の参

加が鍵となります。JSR 348 はこれらの実
践を推進します。

また、JSR 355 は非常にシンプルなも
ので、こちらも有効になっています。以
前は Java ME 用とJava SE/EE 用に、2 つ
の Executive Committee が別々に存在し
ていました。現在、これらは統合されて
1 つの委員会になっています。Java MEと
Java SE/EE の統合を目前に控えた今、2
つの委員会を維持する意味はありません。
この変更によって運営が大幅に合理化さ
れるでしょう。

JSR 358 はまだ進行中です。この JSR は
ほぼすべての JSR に対して、オープンソー
ス開発プロセスとオープンソース・ライセ
ンスの使用を義務付けることで、透明性
と人々の参加を新しい段階へと引き上げ
ていきます。この作業は、JCPメンバー
が参加時に署名する法的契約書の Java 
Specification Participation Agreement

（JSPA）の変更を含むため、複雑な作業
になります。JSPA の変更が難しいのは、
知的財産やライセンス・モデルなどの問
題を扱った法律用語が含まれているため
です。JSPA の変更による影響は広範囲に
およぶため、変更は極めて慎重に行う必
要があります。このため、JSR 358 にはも
う少し時間がかかります。ここまでの作業
に 1 年かかりましたが、おそらく完了する
までにもう1 年かかるでしょう。
Java Magazine：ここまでに説明していた
だいた JSR によって透明性は大きく向上
しますが、さらに改善される余地はあり
ますか。また、Executive Committeeと
PMO が果たす役割についてお聞かせくだ
さい。
Curran：すべてのエキスパート・グルー

JavaOne 前の
JCP Executive 
Committee 会
議で Gemalto 
M2M の Thomas 
Lampart 氏（左）
とオラクルの
Calinel Pasteanu
と打ち合わせをす
るCurran。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=348
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=355
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=358
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プは " 文字どおりの規則 " に従っています
が、これからはその " 精神 " に従う必要が
あります。公開メーリング・リストを作成
しても、ほとんどメールが配信されなかっ
たり、エキスパート・グループ以外のコメ
ントが無視されたりするのであれば、何
の意味もありません。また、登録される
問題が非常にわずかであるか、登録され
た問題に基づいて行動が起こされないよ
うな公開課題追跡ツールには少しも価値
はありません。私たちは、参加を希望す
る人々に参加方法が周知されており、そ
の参加が効果的になるようにしなくてはな
りません。JSR のホームページで、これら
すべてを実現するために必要な情報を提
供する必要があります。

現在、エキスパート・グループの活動
を追跡するレポートの要件をまとめている
ところです。必要な情報を収集して掲載し、
誰でも見られるレポートにする必要があり
ます。こうすることで、参加者の関わりが
大幅に向上するものと考えています。

また、PMO は、エキスパート・グルー
プが透明性と参加状況に関する責任をど
の程度果たしているのかを私たちが判断
できるようにするための情報を提供すべく
努力しています。  
情報の公開と一般からの圧
力に加えて、JSR への投票
時に Executive Committee
がこの情報を考慮に入れる
ことで、エキスパート・グルー
プがその責任を十分に果た
す動機付けとなると私たち
は期待しています。
Java Magazine：JCP.next
が、より多くの個人や Java
ユーザー・グループ（JUG）、

その他の団体を JCPプロセスに取り込む
にはどのような方法がありますか。
Curran：公開メーリング・リストとオー
プンソース開発プロセスの使用を通じて
人々の参加を容易にすれば、標準的な
Java 開発者にとってもJCP への参加が
ずっと魅力的なものになるのではないか
と考えています。私たちは Adopt-a-JSR
というプログラムを通じて JUG の参加を
積極的に募っていますが、このプログラム
では開発者が JUG を介して集まり、興味
を持った JSR の支援を行います。この活
動には、仕様の批評、実装のテスト、文
書化などが含まれます。現在のメンバー
には 40 以上の JUG が含まれ、合わせて
何万人もの開発者の意見を代表していま
す。JSR 358 では、個人向けの新しいメン
バーシップ・クラスの作成に取り組んでい
ます。ここで手掛けているメンバーシップ
合意書は現在の複雑な法的文書よりずっ
とシンプルで、ときとして進展を阻む雇用
者の署名を必要としません。

個人とJUG の募集は非常に良い結果
を収めていますが、営利団体の参加を増
やすにはさらなる努力が必要です。企業
が JCP に参加する一番の動機は活動中

の JSR 開発プロセスである
ため、企業の関与を増や
すには、多数の JSR を進め
る必要があります。JSR を
開始するのはメンバーであ
るため、これは Executive 
Committee や PMO が直接
的に左右できることではあり
ませんが、JSR 358 を通じ
てオープンソース開発プロ
セスとオープンソース・ライ
センスが導入されることで、

企業の参加が大幅に増加すると期待して
います。
Java Magazine：JCP.next でこの変革を
軌道に乗せるために実施している正の強
化と負の強化についてお聞かせください。
Curran：スペック・リードがタイムリーに
プロセスを進められるように促す仕組み
は多数あります。主要な正の強化は Star 
Spec Leadプログラムです。このプログラ
ムは毎年の JCP Award を通じて卓越した
スペック・リードを公に表彰するものです。
JCP Award では、非常に優れた JSRと前
年中に大きな貢献をしたメンバーも表彰
されます。 

負の強化としては、JSR 348 では期限
切れの概念が導入されています。特定期
間内に定義済みプロセス段階にいたらな
かった JSR は期限延長投票にかけられま
す。このとき、スペック・リードが遅延
の正当な理由を説明できず、Executive 

Executive 
Committeeメ
ンバーであ
るSouJava の
Bruno Souza氏と
話すCurran。 

すべてをオープンに
「 効果的な標準

開発プロセスを
運用するには、
透明性と参加状
況が鍵となりま
す」

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
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Committee が建設的な作業の進行を確
信できない場合、Executive Committee
は JSR の取消しを要求できます。 
Java Magazine：仕様、そのリファレ
ンス実装（RI）、および Technology 
Compatibility Kit（TCK）が同時に完了す
るように、JCP.next はどのような手法をと
る予定ですか。
Curran：PMO は最終承認投票の前に仕
様、RI、TCK のすべてが提供可能である
ことを確認します。ソフトウェア・ライセ
ンスも必要です。これらの要素がすべて
整わない限り、投票を進めることはでき
ません。また、次の内容をプロセス文

書に追加しました。14日
以内に jcp.org で正式に資
料が公開されない場合や、
資料に対するリンクが後で
切れた場合は、Executive 
Committee による投票を新
たに開始し、スペック・リー
ドが JSR を放棄したものと
みなしてこの JSR を取消し
に指定できます。これらの
チェックを組み合わせること
で、プロセス完了時には必
要なすべての要素が整い、
実装者に継続して提供され
ることを期待しています。
Java Magazine：JCP.next
によってメンテナンス・プロ
セスにはどのような影響が
ありますか。
Curran：これまでは、メン
テナンス・リリースの前に正
式な投票が行われていませ
んでした。RI や TCK だけで
なく仕様に対する更新です

ら、公開を義務付ける文言がプロセス文
書には含まれていませんでした。ときに
は、スペック・リードは変更ログを公開
するだけであり、新バージョンの採用に
必要な作業は実装者自身が突き止める必
要がありました。これは筋の通らない話
です。JCP.next によって最終レビューと同
様のメンテナンス・レビューが実施され
るようになり、事前に準備された資料を
Executive Committee が調査し、一般か
らもこの資料へアクセスできます。 

しかし、他にもやるべきことがあると認
識しています。オープンソース・プロジェ
クトで採用される継続的な開発およびリ

リース・プロセスの種類に合わせてメン
テナンス・プロセスの適合性を高めるた
め、JSR 358 において追加で変更を行っ
ていくつもりです。
Java Magazine：Java SE/EEとJava ME
に対するExecutive Committee の統合に
ついて、詳しく聞かせていただけますか。
全体として、陣営とプロセスの両方にどの
ようなメリットがありますか。
Curran：Java ME は当初、Java SE のサ
ブセットでしたが、時間とともに分化し
ていきました。現在、Java SE の新機能
の多く、特に言語機能は Java ME に組
み込まれており、これらの類似性と互換
性はいっそう高くなっています。ですか
ら、JSR 355 で導入したこの Executive 
Committee の統合は理にかなうものであ
り、単純な変更でした。私たちが強調し
たかったのはJavaが1つのプラットフォー
ムであるということであり、Java SE/EE
とJava ME は時間とともに整合性を高め
ていくでしょう。2 つの異なるExecutive 
Committee を維持する理由は何ら見つか
りませんでした。いずれにしろ、2 つの委
員会が別々に開催されたことはほとんど
ありませんでした。JSR 360（Connected 
Limited Device Configuration 8）とJSR 
361（Java ME Embedded Profile）の提
出をもって Java SE/EE/ME の統合は進行
しています。Java SE/EEプラットフォーム
とJava MEプラットフォーム間での相乗効
果が高まるとともに、メンバーが減ること
で Executive Committee が合理化される
ものと期待しています。
Java Magazine：JCP 内でのオラクルと他
者の勢力バランスはどのようになっていま
すか。 
Curran：これは JCP.next を通じたプロセ

左から：JCP 
Executive 
Committee 会議
でのプレゼンテー
ションに耳を傾け
るGoldman Sachs
の Mike Marzo 氏、
Curran、Aplix の
Jack Chung 氏。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://jcp.org/en/home/index
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=360
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=361
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=361
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スの改定において、もっとも基本的な懸
念領域の 1 つです。言うまでもなく、オラ
クルは Java の幹事およびプラットフォー
ムのスペック・リードとして、また、Java
テクノロジーの開発に対する最大の投資
家として、特別な役割を担っています。し
かし、仮に Java が独占的に所有されてい
たなら、このような幅広い普遍的な成功
を成し遂げることはなかったでしょう。世
界中にはおおよそ 900 万人の Java 開発
者がいます。したがって、プロセスがオー
プンかつ包括的であるだけでなく、オラ
クル以外の組織、特に競合他社が協力し、
参加できる機会を持つことが不可欠です。

現在、JSR の大多数をオラクルがリード

していますが、これではオラクルの利益
になるようにスペック・リードの役割が偏
る結果となります。オラクル以外にもエキ
スパート・グループの活発なメンバーとし
て参加している組織が確かにありますが、
オラクル以外の組織がリードする JSR が
増えれば状況はより健全になるでしょう。
JSR 358 によってオープンソース開発プロ
セスとオープンソース・ライセンスが採用
されることで、オラクルがリードする JSR
により多くの他組織が参加し、さらに、オ
ラクル以外からの JSR の作成が助長され
ることを希望しています。Java の幹事とし
てのオラクルの正当な事業利益とオープ
ンで協力的なプロセスを求める声とのバ
ランスを取ることは慎重を要する作業で
す。 
Java Magazine：JCP.next によって透明
性と参加状況は明らかに改善されていま
す。最後に、JCP.next によるベスト・プラ
クティスの推進について詳しく説明してい
ただけますか。
Curran：現代において効果的な標準開発
組織を維持するには、透明性を高め、一
般の参加を可能にすることが不可欠です。

JCP のガバナンスとプロセスがオープン
でない限り、人々は参加しようとしないで
しょう。ここが肝心な点です。このような
ベスト・プラクティスは、開発する標準の
品質を上げます。活発な参加者が増えれ
ば、より多様な視点が得られ、修正され
る問題も多くなります。その結果得られる
テクノロジーは、広く全体的にメリットを
もたらします。

JCP.next は透明性と参加状況を変える
という基本的なことから開始した連続的
な取組みであり、オープンソース開発プ
ロセスとオープンソース・ライセンスの採

用に向けて前進を続ける予定です。非常
に活動的で競争の激しい世界で取組みを
続ける上で、これらの変更は Java の強み
と妥当性を維持するために役立つでしょ
う。</article>

LEARN MORE
• Patrick Curran のブログ

• JCP.next

Steve Meloan：元 C/UNIXソフトウェア開
発者。Wired、Rolling Stone、Playboy、SF 
Weekly、San Francisco Examiner などの各
誌に Web やインターネットに関する記事を
執筆している。 

Executive 
Committeeメン
バーであるTOTVS
の David Britto 氏
と話すCurran。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
https://blogs.oracle.com/pcurran/
http://www.jcp.org/en/press/news/JCPnext
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blogデバイスとアプリケーションを 1 つのまとまりあるネットワークに統
合する Java ベースのソフトウェア環境、openHAB が Internet of 
Thingsとホーム・オートメーションをつなぐ DAVID BAUM

Kai Kreuzer 氏にこっそり近寄るのは
容易ではありません。高度に自動化
された住宅の玄関に近づくと、セン

サーが作動してドアの上に取り付けられ
た Web カメラが動き始めます。呼び鈴
を鳴らすと、建物のいたるところにある
スピーカーか iPhone のビデオ・ディス
プレイを通じてあなたの存在が警告され
ます。Kreuzer 氏はリモートからドアの掛
け金を外して、あなたを中に入れること
ができます。さらに数回 iPhone をタップ
すると、照明の調節、音楽の再生、セン

画像：WES ROWELL、写真：TON HENDRIKS

SMARTEST HOUSE 
ON THE STREET 

～街で一番スマートな家～

openHAB の Kai Kreuzer 氏
宅の電気キャビネットを確認す
るKreuzer 氏（左）とThomas 
Eichstädt-Engelen 氏。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
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トラル・ヒーティング・システムの温度調
整が行えます。Kreuzer 氏が庭にいる場
合は、外へ向かうように PA システムから
案内が聞こえてきます。
このシナリオがユニークなのは、

Kreuzer 氏の現代的な自宅をあらゆる側
面から自動化する個々のシステムではな
く、これらのシステムを連携させることで
多数の日常的な作業の利便性や安全性、
効率を高めている点です。 

ホーム・オートメーションは Internet 
of Things（IOT）の典型的な例です。IOT
は医療、製造、輸送、通信といった分野
で爆発的に広がっている現象であり、何
十億ものインテリジェント・デバイスが公
私の生活に押し寄せています。Java はこ
のマシン・ツー・マシン環境の集中統合

ポイントとして、中心的な役
割を果たしています。顕著な
例をいくつかあげると、自動
車の効率の改善や信頼性の
向上、住宅の快適性と安全
性の強化、コストの削減と患
者にやさしい医療の実現など
があります。 

Kreuzer 氏はダルムシュ
タット工科大学で数学とコン
ピュータ科学を学びました
が、ここで Java に特別な関

心を抱きました。仕事だけでなく自宅の
ホーム・オートメーション・システムで
も、この言語を大々的に使用しました。
Kreuzer 氏の生涯にわたるこの趣味が頂
点に達したのは、2010 年に、家中のデ
バイスとアプリケーション
を統合する Java ベースの
ソフトウェア環境、open 
Home Automation Bus

（openHAB）を設立した
ときです。 

openHAB をコントロー
ラとして使用することで、
住宅の快適性システム、
セキュリティ・システム、
エネルギー・システムの
連携が可能になり、スマー

トフォン・インタフェースからGoogle カ
レンダーのイベントを介して、またはその
他多数のハードウェアおよびソフトウェア・
インタフェースを使用して、一斉に起動す
ることができます。 

Kreuzer 氏の発案はすぐにオープンソー
ス・コミュニティで勢いを増しました。現
在のコントリビュータは 37 人にのぼり、
世界中で 2,000 から3,000 の openHAB
導入事例があります。 

共同パートナーであるThomas 
Eichstädt-Engelen 氏も熱烈なホーム・
オートメーション・ファンであり、現在は
openHAB のプロジェクト・リーダーを務
めています。ハーゲン大学でコンピュー
タ科学の学位を取得し、IT 分野の常勤従
業員であるEichstädt-Engelen 氏はソフ

トウェア業界に精通して
おり、オープンソースの
動きに魅力を感じていま
す。Eichstädt-Engelen 氏
は、openHAB 環境が立
ち上げられた数か月後に
Kreuzer 氏の試みに加わ
りました。 
「私自身のホーム・オー

トメーション・プロジェ
クトは物理的なインフラ
ストラクチャから始まり、

openHAB 向けネイ
ティブ・クライアントの
1 つであるHABDroid
でホーム・エンターテ
イメント・システムを
操作するKreuzer 氏。

企業概要

openHAB
openhab.org

本社所在地： 
ダルムシュタット（ドイツ）

業界： 
ホーム・オートメーション、
オープンソース・ソフトウェ
ア

コントリビュータ： 
37

使用しているJavaテクノロ
ジー： 
Java SE 1.7 

コミュニティの役割
各種デバイスやアプリケー

ション、インタフェースへ

の接続を構築するコントリ

ビュータによってopenHAB

エコシステムの拡大が後押

しされています。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://openhab.org
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すぐにソフトウェアへと進展しました」、
Eichstädt-Engelen 氏はこう振り返ります。

「部屋にハードウェアを装備するだけで
は十分ではありません。これをコントロー
ルするものが必要です。私が openHAB
を気に入ったのは、無償のオープンソー
スであったためです。JavaとOSGiをベー
スにしているので、私のスキルにぴったり
合っていました」

Eichstädt-Engelen 氏は自宅で
openHAB を使用して、多数の異なるデ
バイスとアプリケーションを接続し、1 つ
のまとまったネットワークを作っています。
彼は次のように説明します。「すべての部
屋に openHAB で集中制御されたスピー
カーや照明、電化製品、暖房・換気シス
テムを取り付けています。すべてのドアと
窓には、セキュリティ・システムに信号を
送る電気接点が設置されています。ほと
んどの電化製品はリモート制御が可能で
あり、さまざまなシステムを同時に動かす
ことができます。たとえば、窓が開いたま
まになっている場合は暖房システムが止
まります。また、新鮮な空気を吸いにバ
ルコニーに出ている人がいる場合、ドア
は施錠されません」

設計目標：JAVAとオープンソースへの期待
Kreuzer 氏とEichstädt-Engelen 氏には
それぞれ本業があり、openHAB の仕事
は空き時間に行っています。Eichstädt-
Engelen 氏は中規模のソフトウェア・コ
ンサルティング企業である innoQ のソ
フトウェア開発者です。Kreuzer 氏は
Deutsche TelecomのITエンジニア兼アー
キテクトとして働いており、その前はメディ
ア・金融業界に従事していました。「個
人的にも職業的にも、常に好みの言語は
Java でした」とKreuzer 氏は言います。

2008 年に自宅を新しく建築したとき、
Kreuzer 氏は相互接続できる先進のオー
トメーション・システムを導入しようと決
めました。Kreuzer 氏は電気技師との密
な協力を通じて、自宅の計画と配線を行
いました。Eichstädt-Engelen 氏と同様、
Kreuzer 氏も、10 年後か 20 年後には存
在しないかもしれないベンダーにオート
メーション・システムが縛られてしまうよ
うな独自仕様のソリューションには懐疑的
でした。 
「この家にずっと住み続けたいと考え

ていたので、長期戦に勝てそうもない馬
に賭ける気にはなれなかったのです」と
Kreuzer氏は言っています。「オープンソー

スマートフォンを
使用してスプリン
クラー・システム
を手動で起動する
Kreuzer 氏。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
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ス・ソリューションに投資すれば、テクノ
ロジーの進歩に合わせていつでも拡張で
きるという確信がありました。開発と保守
は自分かオープンソース・コミュニティの
メンバーが行うことになるでしょう。プロ
の Java 開発者として、私は既存のオープ
ンソース・ソリューションに満足していな
かったので、完全にゼロから新しいもの
を作ろうと決心しました。自分自身で使う
ために構築するつもりでしたが、柔軟で
拡張可能なものにすれば他の人々の役に
も立つだろうと考えました」

5 年後の現在、Kreuzer 氏が郊外でオー
トメーションに取り組んだ成果を見ること
ができます。玄関のそばには Web カメ
ラに加えてNear Fields Communications

（NFC）リーダーが設置されており、来客
対して発行される安価な RFIDタグからの
信号に基づいて鍵が操作されます。この
方法は、1 回だけ、または定期的に入室
を許可するサービス業者に使うと特に便
利です。「クリーニング業者に鍵を渡す代
わりに、RFIDタグを発行すれば良いので
す。こうすることで、相手ごとに鍵を開け
るタイミングを変更できます」とKreuzer
氏は言います。

Kreuzer 氏の自宅の庭にある気象観測

ステーションは、明るさ、雨、風、温度
を感知し、土の中には湿度センサーが設
置されています。スプリンクラー・システ
ムは openHAB に接続されているため、
植物に水が必要なときだけ散水システム
が作動します。フロート・スイッチによっ
てポンプが作動し、その動作が記録され
るため、庭用の水槽には常に十分な水が
貯えられています。スタンドアロンや " サ
イロ化 "したオートメーション・ソリュー
ションと比べてopenHAB が非常に便利な
のは、このレベルの統合が可能であるた
めです。 
「セキュリティ・ソリューションと快適性

ソリューションをそれぞれ異なるベンダー
から購入すると、たいていの場合、これ
らを 1 つのスマート・ハウスに統合するこ
とは非常に困難になります」とEichstädt-
Engelen 氏は説明します。「その上、現在
のホーム・オートメーション・システムの
多くは高級住宅向けに設計されています。
openHAB を使用すれば、同程度の高機
能を平均的な家や集合住宅に導入できま
す」

ホーム・オートメーションの使用事例は、
快適性、セキュリティ、エネルギー管理
の 3 つの基本カテゴリに分けられます。

写真上：Kreuzer
氏宅の庭にある気
象観測ステーショ
ンが、明るさ、雨、
風、温度を感知し、
センサーがブライン
ド、スプリンクラー、
HVACシステムを制
御。右：窓と照明
を監視し、留守中
の電話や訪問客を
表示し、テキストを
読み上げて伝える
GIRAシステム。 

一体化
openHAB は別々のオートメーションの集中制御を実現：

個別システムを自動化しながら、共通のコントローラを

通じて相互認識を可能に

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
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カーテンやシャッターなどの一部の機能
は複数のカテゴリにまたがります。これら
を毎朝自動的に開け、夕方には閉めるこ
とで、快適性を維持し、エネルギーを節
約できるだけでなく、留守の場合もこれら
の動作によって居住者が在宅しているか
のように見えるため、セキュリティを強化
できます。これらの動作は時間によって自
動的に起動することも、住人の在宅を感
知するセンサーによって起動することもで
きます。照明や冷暖房システム、電化製
品を自動的に作動させたり、別のシステ
ムを起動させたりすることもできます。た
とえば、Kreuzer 氏の洗濯機は洗濯を 1
回終えると、その旨をスピーカーで一斉
に通知します。

JAVAコミュニティとの協力
openHAB の最初のバイナリ・ビルドがダ
ウンロード提供されたのは、2010 年の秋
でした。それ以来、Eichstädt-Engelen 氏
とKreuzer 氏は、Java ユーザー・グルー
プや EclipseCon、Devoxx、JAXconf、

GeeCON などの Java カンファレンスでこ
のソリューションを紹介してきました。コ
ミュニティは成長を続けており、現在、各
種デバイスやアプリケーション、インタ
フェースへのバインディングや接続を構
築する忠実なコントリビュータによって
openHAB エコシステムの拡大が後押しさ
れています。 
「バインディングはコード部品であり、

openHAB から別のシステムへの接続
や、総合的な統合を可能にします」と
Eichstädt-Engelen 氏は言います。 

現在、Z-Wave、Plugwise、SONOS、
Bluetooth、Modbus、EnOcean、KNX
を含む商用オートメーション・システム
に対して約 50 のバインディングが作成さ
れています。また、openHAB は XMPP、
OSGi、Google カレンダーなどのコンソー
ルを提供しています。これらのコンソール
とバインディングに加えて、着実に発展し
ているホーム・オートメーション・テクノ
ロジーのおかげで、照明やその他の電気
装置のスイッチを入れるために物理的な
ボタンを押す必要はなくなりました。壁紙
の内部に隠された NFC
タグにスマートフォンを
向けるだけでスイッチ
が作動します。または、
住人が部屋に入るたび
に自動的に電話からデ
バイスに信号が送られ
るような openHABプロ
グラムを作成することも
できます。 
「もうじき、存在検知

テクノロジーを使用する
ことで、家の中を歩き回

る住人を openHAB で識別できるようにな
るでしょう」とKreuzer 氏は言います。「こ
れによって、時間やその他の任意の変数
に応じて、openHAB で照明やシャッター
や音楽を人の好みに合わせて調整できる
ようになります」

エンドユーザーに必要なのは、
openHABをダウンロードして、ターゲット・
システムの Javaランタイム環境で解凍す
るだけです。「事実上のワンクリック・イ
ンストールです」とEichstädt-Engelen 氏
は言います。「5 分以内に openHAB シス
テムを実行できるでしょう」 

プロジェクトに含まれるopenHAB 
Designer は Eclipse Rich Client Platform
アプリケーションであり、openHABラン
タイムを構成するために使用します。これ
には openHAB 構成ファイルのエディタが
付属しており、構文チェック、オートコン
プリート、ハイライト表示、コンテンツ支
援などの統合開発環境（IDE）機能が完
全サポートされています。Kreuzer 氏によ
ると、この成熟した開発環境を利用するこ
とで自動アクションに対するルールの実装

と展開が容易になりま
す。また、openHAB に
はスクリプト言語が含ま
れているため、開発者
は新たな自動化ロジック
を簡単に定義できます。
「OSGi は openHAB に

とって重要な要素です。
OSGi によってopenHAB
システムにモジュール性
がもたらされました」と
Kreuzer氏は説明します。

「これにより、コントリ

JavaOne 2013で、Java Magazine の
Caroline KvitkaとopenHAB について話
すKreuzer 氏とEichstädt-Engelen 氏。

囲い込みの回避
基本的な設計目標の 1
つはモジュール性です：
簡単にテクノロジーを
置換できるため、特定
の種類のアプリケーショ
ンやデバイスに固定さ
れることはありません。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
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ビュータがモジュールとバインディングの
開発をコア開発から切り離して簡単に行え
るようになります。ユーザーは該当するモ
ジュールを選び、実行時に openHAB シ
ステムに追加できます」
「Java には膨大なライブラリのエコシ

ステムと優れたデバッグ・ツールがあり、
Web では数多くのサポートが提供されて
いるため、本当に便利です」とKreuzer
氏は述べ、続けて次のように言いました。。

「特定の問題に対する解決策も簡単に見
つかります。また、プラットフォームに依
存しないため、Linux や Windows、Mac
や組込みプラットフォームのどれで実行す
ることもできます」

Eichstädt-Engelen氏の意見も同じです。
「組込みシステムに最適な JVM（Java 仮
想マシン）は Oracle Java SE Embedded
です」

Java を使用することで、他の開発者と
の協業も容易になります。「別の言語を選
んでいたらコントリビュータの数はもっと
少なかったでしょう」とKreuzer 氏は述べ、
次のように付け加えました。「私たちは巨

大なエコシステムの一員
であるため、ほとんどの
場合、必要な答えを見つ
けられます」

Eichstädt-Engelen 氏
とKreuzer 氏のどちら
もopenHAB を商用化す
るつもりはありません。
ただし、両氏は最近、
Eclipse SmartHomeプロ
ジェクトの提案を行ってお
り、これによってopenHAB の主要部分が
Eclipseライセンスの下で使用できるよう
になります。この動きは商用製品へ統合
するための道を開くものであり、持続可
能性を確保するものです。 
しかし、openHAB テクノロジーがどこ

へ向かおうと、オープンソース・コミュニ
ティがどのような進化を遂げようと、両氏
は openHAB システムとJava の緊密な連
携を維持していくつもりです。
「Java はプラットフォームに依存せず、

時代に左右されることもありません」と
Kreuzer氏はまとめます。「Java APIのバー

ジョン間での安定性と一貫性は傑出して
います。Java の持つ多様性によって、世
界中から新しいコントリビュータを簡単に
引き込むことができるのです」</article>

David Baum：カリフォルニア州サンタバー
バラを拠点とし、革新的なビジネス、最新テ
クノロジー、魅力的なライフスタイルについ
て執筆活動中。

openHABをプログラ
ムし、タブレットを使
用してRaspberry Pi
上でプログラムをテス
トするKreuzer 氏と
Eichstädt-Engelen
氏。

JAVA がもたらすもの
「 Java には膨大なライブラリのエコシステムと優れた

デバッグ・ツールがあり、Web では数多くのサポー

トが提供されているため、本当に便利です」

 ̶openHAB 設立者、Kai Kreuzer 氏

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
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http://java.net
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写真：BOB ADLER

2001 年の誕生以来、アジャイル開
発（Wikipedia の定義によると"
反復型の増分開発に基づくソフト

ウェア開発手法群の総称であり、部門
の枠を越えた自己組織化チーム間の協
力を通じて要件と解決策が発展する手
法 "）は多くの組織によってその原則が
採用され、目覚ましい実績を残してき
ました。しかし、近年、数多くの疑問
が持ち上がっています。アジャイルに適
合するのはどのような組織なのか。十
分に機能を果たさない方法で実装され
ていないか。アジャイル開発において、
開発者が効果的な特定のスキル・セッ
トを持っている必要があるか。アジャイ
ルが失敗した場合、どのような悪影響
があるか。
これらを含む課題に取り組むため、

私たちは Agile Developer の発起人で
あるVenkat Subramaniam 博士に会い
に行きました。Subramaniam 博士はア
メリカ、カナダ、ヨーロッパ、アジアで
何千名ものソフトウェア開発者の養成
および指導を行っています。人に影響
を与える熱意で知られるSubramaniam
博士は、開発者がアジャイル方式でソ
フトウェア・プロジェクトを順調に進め
られるよう支援しており、国際的なカン
ファレンスやユーザー・グループでの
講演も頻繁に行っています。また、多
数の書籍の著者でもあり、最近の著書
は『Functional Programming in Java: 

BEST

DEVELOPMENT

PR ACTIC
ES
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Harnessing the Power of Java 8 Lambda 
Expressions』です。 

自らの会社を立ち上げるまでの間、
Subramaniam 博士は Halliburton や
Raytheon、Invensys などの組織で、プロ
グラマ・アナリストからシステム・アーキ
テクチャまでのさまざまな職務を経験して
います。現在、非常勤教授として働くヒュー
ストン大学のコンピュータ科学の博士号
を有するSubramaniam 博士は、2013 年
の Java Champion に選出されています。

Java Magazine：アジャイルの終焉がさ
さやかれるようになったのはなぜでしょう
か。
Subramaniam 博士：これは、4 人の目
の見えない男が動物園の象を訪れる例え
話に少し似ています。男たちは象を見るこ
とはできないのでそれぞれが別の部分に

触った結果、下した結論も異なっていた
という話です。 

オブジェクト指向開発が企業の役に立
つのかという疑いが持たれたときのことを
思い出しました。世界が新しいパラダイ
ムに足を踏み入れたとき、成功した企業
もあれば苦労した企業もありました。現
在、当然の結果としてオブジェクト指向プ
ログラミングは広く受け入れられていま
す。アジャイルに関しても組織は同じよう
な段階、つまり習熟曲線を経ることで、ア
ジャイルが何であるかを把握し、どのよう
に使用するかを理解していくでしょう。
Java Magazine：組織はどのようにアジャ
イルを使用しているのでしょうか。
Subramaniam 博士：組織がアジャイル
に着手した方法は 2 種類あると考えてい
ます。一方の組織では経営陣がアジャイ
ルを推進しており、スクラムなどが主流を
なしています。もう一方の組織ではボトム
アップ方式の取組みが行われており、より
技術的な手法や極端なプログラミング手
法が優勢になっています。このどちらも理
想的とは言えません。なぜなら、組織内
には変化を求める声に同調
しなかったり、支持しなかっ
たり、または対応を行わない
部分があるからです。組織の
他の人々が変化を促進する
活動に加わらない限り、この
ような取組みはたいてい、あ
まり良い結果につながりませ
ん。

アジャイルの採用はアジャ
イル（機敏）に行わなけれ
ばなりません。組織は一連の
方法を試し、実際に有効な
方法を見つけるためにすみ

やかな調整を行う必要があります。アジャ
イル開発を成功に導くには、組織やチー
ム、環境がもつ特定の状況に基づいた賢
明な手法を適用することが非常に重要で
す。
Java Magazine：アジャイルの適用に関
する問題のうち、企業文化全体にかかわ
るものはどの程度ありますか。
Subramaniam 博士：文化は大きな違い
を生みますが、大規模組織には会社全体
の文化が存在しないことも少なくありませ
ん。私には、ある企業の広 と々したオフィ
スを歩いていて、さまざまな文化に出くわ
した経験があります。 

同じ企業でも、変化や批判、フィードバッ
クへの対応方法がチームごとに異なる場
合もあります。一部のチームは他のチー
ムよりも簡単にアジャイル開発に順応する
かもしれません。
Java Magazine：アジャイル開発にはあ
まり向かないタイプの開発者もいますか。
Subramaniam 博士：チームの作業がサ
イロ化している場合、アジャイルには適し
ていません。スキルの習得を表すドレイ

ファス・モデルは 5 段階で評
価されます。レベル 5 を付け
られた人は暗闇に光る逸材
であり、他者の助言や介入な
しで物事を成し遂げます。レ
ベル 1 にランク付けされるの
は初心者であり、放っておく
と先に進むのに苦労する可
能性があります。実施する活
動によって、この 5 段階評価
は異なります。つまり、レベ
ル 1 の人もレベル 5 の人と
いうものはなく、活動ごとに
違うレベルになるということ
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カリフォルニア州サンフ
ランシスコで開催された
JavaOne 2013で、セッ
ション間の休憩中にメー
ルをチェックするVenkat 
Subramaniam 博士。

アジャイルの真髄
反復型の増分開
発を通じて、協
力的かつ巧みに
フィードバック・
サイクルに適応す
ることがアジャイ
ルの真髄です。
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です。この調査によればは、どの組織で
も平均レベルは 2 になりますが、これは
優れているとは言えないレベルです。私
たちは積極的な協力とオープンなコミュ
ニケーションを通じて、チームのレベルを
上げることができます。

コミュニケーションや建設的な批評をも
ともと受け入れやすい開発者もいれば、
まったく受け入れられない開発者もいるで
しょう。後者の場合は問題になります。個
人的なプライドとチームワークをうまく両
立させるには、慎重にバランスを取る必
要があります。エゴとはコレステロールの
ようなものであり、良い面と悪い面があり
ます。誰もが個人の仕事に誇りを持ちた
い一方で、その先にはチームとしての成
功がなければなりません。結局は、オー
プン性と受容性の兼合いに行きつきます。

アジャイル手法がより効果を発揮するの
は、自己防衛の手段としてではなく、チー
ムによる発展・向上が見込めるものとし
て、開発者がアイデアを出すチームです。
Java Magazine：アジャイルが誕生した
当初の原則の 1 つは、対面での会話を最
善のコミュニケーション形式として重視し
ていました。この方法は個人的な交流と
会話の両方を重視しており、これは相対
的に対等な関係を意味します。
Subramaniam 博士：ええ、そうです。私
には、直接会ったことのない人々や何年
か後に初めて会うことになる人 と々の協業
で非常に生産的な関係を築いた経験が多
数あります。ですから、良いコミュニケー
ションを取るために顔を合わせた対話が
絶対不可欠であるとは言えません。これ
は、人々が対話に持ち込む姿勢の問題な
のです。2 人の人間が熱心に協業し、共
同の成功を重んじる限り、距離がどれだ
け離れていようと優れた成果がもたらされ
るでしょう。私たちが対面コミュニケーショ
ンよりもっと重視すべきなのは、互いに
築いてきた信頼です。

仮に私が誰かの不満や愚痴をあなたに
こぼせば、あなたは自分についてはどう
言われているのだろうかと疑問に思うで
しょう。これが信頼をむしばむ原因です。
直接顔を合わせて会話するだけで、これ
が改善されるわけではありません。相手
の姿勢と信頼レベルを素早く確認するこ
とが第一歩です。すべての条件が同じに
なる場合、私は対面での会話がより良い
結果を生むと信じています。すべての条
件が同じになることはめったにありません
が。
Java Magazine：博士は最近の著
書『Functional Programming in Java: 

Harnessing the Power of Java 8 Lambda 
Expressions』（Pragmatic Programmers、
2013）において、異なる Javaプログラミ
ング手法を示唆していますね。これはア
ジャイル開発にどう関係しますか。 
Subramaniam 博士：Java 8 のラムダ式
は Java での関数型プログラミングの可能
性を開くものです。このプログラミング・
スタイルを適切に実施すると、エラーが
少なくなり、コードもより洗練された簡潔
なものになるでしょう。また、コードの並
列化がずっと容易になります。関数形式
のコード内に可動部分が少ないというこ
とは、自動化テストの作成と表現力の高
いコードへの発展が容易になることを意
味します。これにより、今までよりも素早
くフィードバックを受け入れられるコード
につながります。要するに、アジャイル開
発とはフィードバック主導型の開発なので
す。反復型の増分開発を通じて、協力的
かつ巧みにフィードバック・サイクルに適
応することがアジャイルの真髄です。</
article>

アジャイル・
マニフェスト

2001 年 2 月、17 名の開発者がユタ州のリゾート地に集まり、ソフ

トウェアの最善の開発手法を探りました。その結果として作成され

た "アジャイル・ソフトウェア開発のマニフェスト" には次のように

述べられています。

「私たちは、ソフトウェア開発の実践あるいは実践を手助けする活動を通じて、よりよい

開発方法を見つけだそうとしています。この活動を通じて、私たちは次のことがらを重んじ

るにいたりました。

左側のことがらに価値があることを認めながら、私たちは右側のことがらをより重視し

ます」 

さらに、変化や実用的なソフトウェアの重要性から、簡易性、持続可能な開発、対面コミュ

ニケーションの重要性までにわたる12 の基本的なアジャイル原則が示されました。

プロセスやツールよりも個人と対話を
包括的なドキュメントよりも動くソフトウェアを
契約交渉よりも顧客との協調を
計画に従うことよりも変化への対応を

LEARN MORE
• Venkat Subramaniam 博士のブログ

Timothy Beneke：ジェンダー関
連の書籍で知られるフリーランス
のライター兼編集者。
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本記事では、パフォーマンス・
チューニングにどのように取

り組み、すべてのアプリケーショ
ンで考慮すべきこの最重要課題
にどのように立ち向かうのかにつ
いて説明します。

信頼性、保守性、簡潔さ、アー
キテクチャの柔軟性、理解しやす
さ、あるいは正確性すらも気にす
ることはありません。重要なのは、
すぐに結果が得られることです。
問題がないと明日分かったとして
も、誰も関心を持ちません。重要
なのは、いかなる結果でも、可
能な限りすぐに得られることです。
誰よりも早く結果を得られれば、
何が「正しい」のかを自分で定
義できます。賢明な開発者は、
何よりもまず実績（performance）
を重視します。 

ベンチマークの利用
オンラインで見つけたベンチマー
クを常に信じましょう。必ずうまく
行きます。また、そのベンチマー
クが実際のアプリケーションのパ
フォーマンスと常に強く相関する
と理解しておくことも重要です（こ
の点は Wikipedia でも認められて
います）。

マイクロベンチマークは最高の
ベンチマークです。楽しく実行で
きますし、アプリケーションの動
作について低レベルの詳細を理
解できれば、その後は、上位レ
ベルの動作を低レベルの詳細か
ら単純に推定して、アプリケーショ
ン・スタックの残りの部分がどの
ように動作するのかを推測できま
す。

マイクロベンチマークが最高
である理由は、Java 仮想マシン

（JVM）のごく低レベルの部分で、
パフォーマンスにわずかな差があ
ると証明できるところにあります。
この種の微細な結果は、システム
全体へと集約した場合に常に大
きな差になります。たとえば、通
常の仮想ディスパッチよりも、あ
るインタフェース・メソッドのディ
スパッチの方が絶対に時間がか
かると、当然言えると思いません
か。

データと結果の処理
DRY（Don't Repeat Yourself、「重
複の排除」）原則は、現代のソフ
トウェア開発の重要な部分です。
パフォーマンスの観点における
DRY は、パフォーマンス・テスト

を複数回実行すべきではないと
いう意味になります。開発タスク
は他にも非常に多くあるので、パ
フォーマンス・テストを繰り返す
という単調作業に無駄な時間を
かけないことが重要です。何と
言っても皆さんは非常に優秀なプ
ロフェッショナルです。したがって、
テストを完璧にセットアップし、1
回目のテスト実行によりすべての
バグを検出しなければなりませ
ん。 
「統計的有意性」や「分布の形

状」などと言い出す人は無視しま
しょう。そのような人はおそらく、
本当に一流のパフォーマンス・エ
ンジニアに求められるすばらしさ
に対応できない数学オタクに過ぎ
ません。テストは 1 回実行し、平
均の測定のみを行ってください。
この測定だけで、煩わしいテスト
結果を処理する仕事は完了です。
なお、この平均（average）とは、

「統計的平均（mean）」を意味
（mean）しています。平均を測
定した後は、パフォーマンス・エ
ンジニアの本当の仕事である、ア
プリケーション内のアルゴリズム
から、輝きを放つ最後の 1 滴ま
でパフォーマンスを搾り取る作業

に戻ることができます。
測定作業は、鋭い洞察力を持

たない人が行うことです。アプリ
ケーションを開発した皆さんは、
どこに問題があるかが正確に分か
ります。アルゴリズムの最適化は
難しい作業です。そのため、最
適化こそ本当のパフォーマンス・
プロフェッショナルが時間をかけ
るべきところです。データの収集
や分析について気にする必要は
ありません。

アルゴリズムの最適化
ボトルネックは、そこにあると思
う場所にほぼ確実に存在します。
自分自身の持つ驚くべき分析ス
キルを信じましょう。そうすれば、
問題の真の原因（通常は自分以
外の人が記述したコード）にたど
り着けます。

幸いにも、他の開発者のコー
ドを最適化することは簡単です。
まずは、最適化されていない単
純なアルゴリズムのコードを見つ
けることです。長時間実行される
ループの途中に条件チェックがあ
る部分はすべて、最適化の候補
になります。一般的なアルゴリズ
ムを使用するのは愚かです。扱っ

悪魔の Java パフォーマンス・チューニング
実践してはならない教訓

BEN EVANS、 

写真： 
JOHN BLYTHE、BOB ADLER
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ているデータ・セットについては誰よ
りも自分が理解しています。そのため、
必要な時間を十分にかけて、そのデー
タに合う特別なアルゴリズムを設計する
ようにしてください。皆さんのような優
れた才能や知性があれば、教科書にあ
る、妥協の上で作成された平凡な例よ
りも、必ず良い結果を生むことができま
す。

アルゴリズムの設計に時間がかかる
場合でも気にしないでください。アルゴ
リズムの設計はパフォーマンス・チュー
ニングの中で最重要の部分であり、適
切に行おうとすれば、皆さんのような有
能な人が必要になるのですから。

JVM の最適化
最近の Javaリリースのテストや、マ
イナー・バージョン番号の追跡をわざ
わざ行う必要はありません。Java のメ
ジャー・リリース間では、内部的に大き
な変更は実施されません。 

むしろ、Java に渡すスイッチをあれこ
れと変更することで、パフォーマンスを
改善できることが多いのです。体系だっ
た手法を採用する必要もありません。
問題に関係すると思う一連のスイッチを
特定して、効果のある組み合わせが見
つかるまで色 と々試すだけで良いので
す。そうすることで、コスト必要とせず
にパフォーマンスをさらに改善でき、パ
フォーマンスの低下も見られません。

JVM には、100 を超えるパフォーマン
ス・チューニング用のスイッチがありま
す。可能な限り多くのスイッチを利用し
ましょう。互いに競合する、あるいは両
立しないと思われるスイッチがあること
を気にする必要はありません。皆さんの

ような本当のプロフェッショナルであれ
ば、Java HotSpot VM のソース・コード
で見つかる、文書化されていない情報
も利用するものです。

ハードウェアの理解
CPU を理解することは時間の無駄で、
ハードウェア・エンジニアに任せるべき
です。ソフトウェア・エンジニアリング
の天才は、L3 キャッシュやメモリ内の
実際のデータ・レイアウトを気にする必
要はありません。

ソリッド・ステート・ドライブ（SSD）
はすべてのユースケースで高速化につ
ながるため、常に利用しましょう。実
際のスループットやその他の観察事項
をわざわざ測定する必要はありません。
容量は多いほど良いので、大量の RAM
を購入し、ヒープ・サイズを押し上げる
ようにしてください。

パフォーマンスに関する助言の利用 
パフォーマンスに関する助言は高級ワ
インのようなもので、年季が入るほど
良くなり、決して時代後れにはなりませ
ん。パフォーマンスに関する1990 年代
時点での助言は、現在でも完全に当て
はまります。最初にそのような助言を考
え付いた驚くほど賢明なエンジニアの深
い洞察を、自分の土台にしましょう。そ
のようなエンジニアは、皆さんのような
方々だったのでしょう。

チーム作業
パフォーマンスのテスト・ハーネスやテ
スト結果は必ず厳重に保護してくださ
い。厳重に保護しなければ、他の開発
者が皆さんの成果を盗み、自分の功績

だと主張する可能性があります。自分の
作業の再チェックを他の開発者に任せる
ことのないようにしてください。チェック
を誤り、皆さんが出した明らかに正しい
結論に傷が付くことになります。

さらに良いのは、他の開発者には自
分の代わりに単調作業を任せることで
す。すでに似たような作業をした人がい
て、ブログや Stack Overflow サイトな
どにその内容が記載されている場合（特
に、その内容に高い評価スコアが付い
ている場合）は、その結論を受け入れ
ましょう。この程度の対処で十分です。
結局、2 つのアプリケーションの動作に
それほど大きな違いはありません。あく
まで Java（または、あくまで JVM）に
尽きるのですから。

最適化されたアルゴリズムを使用す
る場合でも、あるいは魅力的な新しい
超高速テクノロジーを使用するとして
も、パフォーマンスの改善方法につい
て結論に達したら、その結論について
他の開発者に独自の視点でチェックして
もらうことに無駄な時間をかけるよりも、
自分の解決策を受け入れるように威圧
する方が良い時間の使い方と言えます。
誰がリーダーなのかを常に示しましょう。
また、自分の推論の文書化や説明はや
めてください。慎重にチューニングした
システムを他の開発者がぞんざいに扱
うことはもっとも憂慮すべきことです。

テクノロジーの調査
アプリケーション・アーキテクチャ全体
を検討する際には、必ず最新のテクノロ
ジーについて入念に調査してください。
最新のテクノロジーについて完全に理
解できない場合（皆さんが天才だという

ことを念頭に置くと）、そのテクノロジー
には間違っている部分があるはずです。

まとめ
パフォーマンス・チューニングは、次の
ような非常に単純なルールに要約でき
ます。

■■ パフォーマンスはあらゆるアプリケー
ションにおいて最重要の側面である

■■ パフォーマンス・エンジニアの能力は
高く、だからこそチューニングを手が
けている。チューニングはすべての中
でもっとも重要な仕事である

■■ パフォーマンス分析は、ソース・コー
ドを見つめてアルゴリズムを最適化
することに尽きる

■■ 他の開発者がパフォーマンス・エン
ジニアの優れた成果を台無しにする
可能性が高いので、油断せずに自分
の作業結果を保護する

■■ 測定はつまらなく不要な作業である
これらの基本的なルールに従えば、

皆さんのアプリケーションは、業界向け
のおもな出版物の第 1 面に記録的短期
間で掲載されることになるでしょう。

最後に、言うまでもありませんが、本
記事に掲載した悪魔のアドバイスには
従わず、アンチパターン・ガイドとして
参考にしてください。</article>
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写真：CHRISTOPHER LANE/GETTY IMAGES

2009 年、Java 開発
者の Victor Grazi 氏
は Java Concurrent 
Animated を初めて
公開しました。このア

プリケーションは、並列処理を利用し
た開発を行うためのチュートリアルと
して使用できる一連のアニメーション
で、多くの称賛を得ています。Grazi
氏は、Javaコミュニティへの貢献によ
り、近年、Java Champion に選出さ
れました。現在は、JP Morgan Chase
の Securities Lending 部門でバイス・
プレジデントを務めています。技術カ
ンファレンスで頻繁に登壇し、彼が一
番大切にしているJava の並列処理や、
その他の Java 関連のトピックについ

て語っています。 
Java Magazine：Java Concurrent 
Animatedアプリケーションを試した
人はこれまでに何人ほどいますか。
Grazi氏：2009年7月に公開して以来、
約 20,000 件ダウンロードされました。
Java 開発者はおそらく1,000 万人は
いるでしょうから、ダウンロードした
方はまだほんの一部です。ダウンロー
ドの多い国は、アメリカ（23%）、イ
ンド（14%）、中国（7%）です。

自己実行型 JARファイルはこちらか
らダウンロードできます。このJARファ
イルをダブルクリックするだけで、ア
プリケーションが起動します。おもに
メニューを使用して操作しますが、上
矢印キーと下矢印キーで、さまざま

JAVA 
CONCURRENT 
ANIMATED
もっと優れた並列処理アプリケーションを開発する方法について
Java Champion の Victor Grazi 氏に聞く  JANICE J. HEISS
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な画像スライドやアニメー
ション・スライドを切り替え
ることもできます。このアプ
リケーションは Windows、
Mac、Linux など、すべて
のプラットフォームで動作し
ます。実行するためには、
Java SE 6 以降が必要です。
Java Magazine：Java 
Concurrent Animated に対
する一般的な反響を教えてく
ださい。
Grazi 氏：皆さん、非常に
便利だと言ってくれます。多
くの方々が本当に楽しんでく
れていますが、特に教師や、
チームに対して並列処理の適切なスキルを身
に付けてほしいと思っているチーム・リーダー
から高い評価をいただいています。Java は、
コア・ライブラリに並列処理を取り入れた最
初の言語の 1 つです。当時、並列処理は強
力な機能でしたが、突如として、非常に優れ
たプログラマが劣悪なコードを記述するよう
になりました。適切な並行プログラミングを
正しく理解することは難しく、不可能な場合も
あります。しかし、時間をとって、そこに潜む
フレームワークの一部を理解すれば、並列処
理のコーディングでエラーが発生しにくくなる
でしょう。 

Java のメモリ・モデルを例に挙げると、
開発者はしばしばメモリ・モデルを無視し
て、コードが壊れているとはまったく知らず
にコーディングを続けます。そのコードは、
Java のメモリ・モデルが実現する最適化を
Java 仮想マシン（JVM）やサーバーが活用
できない場合があるという意味で壊れていま
す。しかし、メモリのコアが増加し高速化す
るに従って、メモリのメーカーは、Java のメ

モリ・モデルのもたらす効
率性を利用するようになりま
す。そのため、うまく機能し
ていたコードでも、散発的
に障害が発生し始めることに
なるでしょう。並列処理を正
しく管理していないことがそ
の理由です。 
Java Magazine：Java 
Concurrent Animated は、
開発者が Java の並列処理の
原則やプロセスをより早く直
感的に理解できるように、あ
る種の「視覚化」を開発者
の代わりに行うものなので
しょうか。

Grazi 氏：面白い解釈ですね。Java 
Concurrent Animated は単なるFlashアニ
メーションではなく、一連の対話型 Javaプロ
グラムです。各アニメーションは、説明して
いる並列処理に関する基本コンポーネントを
実際に利用しています。画面の右側にはコー
ドを示すパネルがあります。アニメーション
の進行に合わせて、コードの実行箇所が動的
にハイライト表示され、実行後には元に戻り
ます。

ReadWriteLockアニメーションで動作の例
を見てみましょう。ReadWriteLock は、デー
タ整合性を確保するために使用します。無制
限の数の読取りスレッドが読取りロックを取
得し、同時に実行できます。しかし、書込み
スレッドがロックを取得するためには、すべ
ての読取りスレッドの実行が完了するまで待
機する必要があります。書込みスレッドがロッ
クを取得すると、他の読取りスレッドや書込
みスレッドはロックを取得できません。 

では、動作中の読取りスレッドが読取りロッ
クを解放するまで書込みスレッドが待機中の

ところに、新しい読取りスレッドが登場したと
すれば、どちらのスレッドが優先されるでしょ
うか。新しい読取りスレッドが書込みスレッド
よりも先に進むべきではないか、という考え
方があります。つまり、別の読取りスレッドが
すでにロックを保持している場合に、新しい
読取りスレッドが現在待機中の書込みスレッ
ドがロックを解除するまで、さらに待機しな
くてもよいだろう、という考え方です。Java 5
では実際に、この考え方に基づいて動作して
いました。しかし、Java 6 でこのアニメーショ
ンを実行してみると、動作が以前とは異なる
ことに気づきました。後続の読取りスレッド
は、待機中の書込みスレッドのすべてがロッ

見た目以上の機能
Java Concurrent 

Animatedは単なるFlash

アニメーションではなく、

一連の対話型 Javaプロ

グラムです。各アニメー

ションは、説明している

並列処理に関する基本コ

ンポーネントを実際に利

用しています。

利用可能なアニメーション

Java Concurrent Animated で利用
できるアニメーションには、Executor

（FixedThreadPoolExecutor、
SingleThreadExecutor、
CachedThreadPoolExector、
RejectedExecutionHandler）、Future、
synchronized、ReentrantLock、
Condition、Semaphore、
ReadWriteLock、CountDownLatch、
CyclicBarrier、Phaser、
AtomicInteger、BlockingQueue、
TransferQueue、CompletionService、
ConcurrentHashMap、ForkJoinPool が
あります。

また、Grazi 氏は、Java のメモリ・モ
デルとJava 8 の新しいプログラミング構
造に関するアニメーションも作成してい
ます。
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クを解放するまで待機し、その後ロックを取
得するのです。  

私はこの新しい動作がバグだと思い、並
列処理の専門家であるHeinz Kabutz 博士に
報告しました。しかし、Kabutz 博士による
と、この動作はバグではなく機能であるとい
うことでした。新しい読取りスレッドが待機中
の書込みスレッドを飛び越えて先に進める場
合、スレッドが枯渇するリスクが高くなります。
いずれの書込みスレッドも投入できず、永久
に蓄積される可能性が高くなるためです。こ
の例のように、JVMランタイムのバージョン

によってアニメーションの動作が変化すること
があります。
Java Magazine：アニメーションによるチュー
トリアルの価値を特に高める Java 並行プロ
グラミングの特徴を教えてください。
Grazi 氏：ミラーの法則によれば、人間の脳
が一度に扱うことのできる概念の数には上限
があります。人間の脳は順次的に処理する傾
向があります。そのため、この人間の身体的
な限界を克服して物事を正しく理解できたと
しても、後でまた以前の思考プロセスを再構
築することは難しいのです。別の開発者が後

で加わった場合には、元々の思考回路を再
現することがさらに難しくなります。そうなれ
ば、不安定なコードが急に壊れ始めます。 

しかし、フレームワークを使用することで、
そのフレームワークの構築や保守を担当する
賢い人たちに並列処理の実装を任せることが
できます。そればかりか、設計について伝え
るための語彙も利用できます。たとえば、「次
のコードは CyclicBarrierとして動作していま
す」と言えば、他の人はその意味を理解して
くれます。java.util.concurrent のすべてのコ
ンポーネントについて対話型アニメーション
を導入することで、開発者はボタンをクリック
しながら、調査中の機能を簡単に視覚化で
き、そのアルゴリズムをさらに直感的に理解
しやすくなります。
Java Magazine：Grazi さんは並行プログラ
ミングを学習しやすくする方法について、あ
る種の「直感」に基づいて仕事をされました
が、開発者の反響から判断すると、その「直感」
は正しかったようです。この「直感」について、
詳しく説明していただけますか。
Grazi 氏：分かりました。たとえば、先ほど
説明した ReadWriteLock の基本的な仕組み
について、読者の中には理解できなかった方
もいらっしゃるでしょう。では、この仕組みの
アニメーションを見てみましょう（図 1）。 

緑のスレッドは読取りスレッドです。上側
の白のスレッド（矢尻がひし形のもの）は書
込みスレッドです。また、その下の白のスレッ
ドは新しい読取りスレッドです。この新しい
読取りスレッドがロックを取得するためには、
前の読取りスレッドや書込みスレッドが実行
を完了するまで待機する必要があります。ボ
タンをクリックしてアニメーションを見ると、
大げさな説明を読み解くよりもはるかに理解
しやすくなります。
Java Magazine：Heinz Kabutz 氏は、一度

図 1
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に多くの処理を実行することを目指して Java
が構築されたと言います。まさに並列処理で
す。並列処理のバグが発生するリスクを抑え
るためのプログラマのスキル向上に、この学
習システムはどのように役立ちますか。
Grazi 氏：並列処理の問題に取り組んでいる
とき、その解決策がデザイン・パターンにあ
るとは分かっていても、どのデザイン・パター
ンにあるのかは分からないということがよくあ
ります。Java Concurrent Animated は、開
発者が並列処理の問題に対する正しい解決
策を探るためのカタログであり、適切な解決

策をもたらす思考の源泉になります。
Java Magazine：Java Concurrent Animated
は、Grazi さんが Java の並列処理を利用する
開発チームを管理していたときに、ご自分も
チームのメンバーもこの機能に対する理解を
深められるようにしたいという思いから生ま
れました。その当初の思いからアニメーショ
ンに至るまでの過程について説明していただ
けますか。
Grazi 氏：私は、並列処理がよく問題になる、
投資機関におけるサーバー・サイド Java に
ついてトレーニングを行っています。投資家

は競争相手よりも先に、1ミリ秒のチャンス
を物にして取引を成立させるために、短い
待機時間を求めます。また、バッチ処理がす
ぐに完了する必要があるといった要件があり
ます。しかし、ぞっとするような書込み専用
のプログラミング構造が見られるようになり、
誰もが並列処理に苦戦していると確信しまし
た。私自身、同じように苦戦していました。 

ある日の午後、チームに対して並列処理に
関するプレゼンテーションを行うため、空港
でシカゴに向かう飛行機を待っていました。
この間に、PowerPointプレゼンテーション
を仕上げていたのですが、このファイルには
重要なプログラミング構造ごとにまとめられ
た一連のスライドが含まれていました。シン
プルなテキスト・メッセージを表示する、実
際に動作する小さな状態マシンを記述してい
て、これを使用して java.util.concurrent の並
列処理に関する構造ごとに、重要な状態を
指し示そうとしていました。私は以前に、対
話型ゲームを扱う新興のインターネット企業
で働いていましたので、アニメーションにつ
いては詳しかったのです。そのため、この
PowerPoint のスライドを、よりいっそう直感
的な一連の対話型アニメーションに置き換え
られるのではないかと思い付きました。 

飛行機を待つ間に最初のアニメーション・
エンジンの開発に取りかかり、その後、先
ほど説明した状態マシンに接合しました。朝
までには、動作するプロトタイプができあが
りました。その後数年かけて、このフレーム
ワークを強化し、専門家の皆さんからの提
案を取り入れてきました。初期のバージョン
を Brian Goetz 氏に送信すると、驚くべきこ
とに、それぞれのアニメーションについて助
言をいただけました。この Goetz 氏の提案も
すべて取り込みました。さらに、JavaOne で
私が最初に行ったプレゼンテーションに Kirk 

図 2
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Pepperdine 氏が参加されました。その際
に、発表者が論点を思い出すきっかけとなる
PowerPoint の説明をそのままこのアニメー
ションに追加すればよいのではというご意見
をいただきました。説明を追加したことで、
発表者だけではなくエンド・ユーザーにとっ
ても本当に便利な機能となりました。さらに、
Heinz Kabutz 氏もこのプレゼンテーションに
参加し、アニメーションがより直感的なもの
になるように、いくつかの変更点を提案して
いただきました。 

別のプレゼンテーションでは、情熱的な

ソフトウェア・コンサルタントであるOliver 
Zeigermann 氏より、ConcurrentHashMap
のアニメーションが存在しないのが気になる
という指摘をいただきました。そのアニメー
ションの提供を Zeigermann 氏に依頼したと
ころ、貴重な追加機能を作成してくださいま
した。 
Java Magazine：Java の並列処理に関するク
ラスの一部について紹介してください。また、
アニメーションにより、開発者は各クラスの
理解をどのように深めることができますか。
Grazi 氏：アニメーションなしで説明するの

は難しいのですが、CyclicBarrier について見
てみましょう。この CyclicBarrier には重要な
2 つの状態があります（図 2と図 3）。これら
の図は、4 つのパーティのバリアを示してい
ます。図 2では、3 つのパーティしか到着し
ておらず、これらのパーティは前に進めませ
ん。図 3で 4 つ目のパーティが到着すると、
全パーティが前に進みます。 

CyclicBarrier はこのように、各パーティは
すべてのパーティが到着するまで待機する必
要があるというバリアの考え方を示していま
す。プログラミング構造が複雑化するほど、
アニメーションを使用するメリットが大きくな
ります。たとえば、fork/join のアニメーショ
ンや、ネイティブの wait/notifyメカニズムを
表すアニメーションなどで、そのメリットを感
じられるでしょう。 
Java Magazine：アニメーションの作成時に
直面した課題について教えてください。
Grazi 氏：多くの課題がありました。もとも
と、このアニメーションではスレッドを矢印で
表しており、ほとんどのコンポーネントで問
題なく機能しました。しかし、スレッドではな
く、BlockingQueue でキューイングされるオ
ブジェクトを視覚化しなければならないとき
がありました。この際、「スプライト型」とい
う考え方を取り入れる必要がありました。そ
して、矢印のスプライト型と、新しい「オブジェ
クト」のスプライト型を用意して、後者は矢
印ではなく長円で表すことにしました。その
後、ConcurrentHashMapとAtomicInteger
で新しいスプライト型が必要になりました。
比較とスワップの動作を視覚化しようとした
ためです。 

さらに、fork/join の説明を追加するときの
課題は、既存のフレームワークを使用して、
まったく異なる概念をどのように表すかという
ものでした。また、そこにはもう1 つの課題

図 3
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がありました。fork/join のアニメーションで
は、現実の問題の解決方法を示す必要があ
りましたが、どの問題をアニメーションで解
決すべきでしょうか。 

最初は、アニメーションで n 番目のフィボ
ナッチ数を求める方法を示しましたが、それ
ではうまくいきませんでした。この問題に数
日取り組んだ結果、フィボナッチ数列の再帰
的な定義（Fn+1 = Fn + Fn-1）は、それぞれ
の値が前の値に依存しているため、効率的に
パラレル化できないことに気づきました。し
たがって、いかにパラレル化しようとも、本

質的には順次計算になるのです。そのため、
配列内で最大の要素を見つけるという別の問
題に切り替えることで、うまくいくようになり
ました。アニメーションの実行中に、ランダ
ムな配列値を使用した現実の問題が解決さ
れる様子を確認できます（図 4 を参照）。
Java Magazine：どのような場でアニメーショ
ンのプレゼンテーションを行ってきましたか。
Grazi 氏：JavaOne での数回以外に、オスロ
の JavaZone、チューリッヒの Jazoon、ニュー
ヨークの QCon などの多数のカンファレンス
や、多くの SIG（Special Interest Group）お

よび JUG（Java User Group）で実施しました。
私はプレゼンテーションが大好きで、世界中
を旅することも大好きです。Java Concurrent 
Animated はこれら両方を行うすばらしい機
会を与えてくれました。プレゼンテーションに
はいつも高い評価をいただいています。 

Java Concurrent Animatedプレゼンテー
ションは気づきを与えるものです。また、参
加する開発者には、アプリケーションをダウ
ンロードする価値があること、およびフレー
ムワークとひらめきがあれば並列処理の学習
がどれくらい簡単になり得るかも示していま
す。</article>

図 4
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DevOpsとは、開発チーム
と運用チームのコラボレー

ションを強化することを表す
言葉です。ソフトウェア・エン
ジニアリングでは多くの場合、
データベースがクリティカル・
パスとなります。本記事では
DevOps の概要を示し、さら
に具体的な考え方とツールを
使用してデータベース DevOps
の例について説明します。 

まずは、ソフトウェア・エン
ジニアリングで起きる衝突につ
いてです。

目標、プロセス、ツールが異な
るために起きる衝突
開発チームと運用チームの間
ではしばしば衝突が起こります
が、その理由はおもに次のと
おりです。
■■ 目標が異なる：開発者は短
期間でより多くの変更を実施
することを重視する一方、運
用スタッフは本番環境での
変更をより少なくして安定性
の向上を重視する

■■ プロセスや考え方が異なる：
開発者は実用的なアプロー
チを重視する一方、運用ス
タッフは再現性を重視する

■■ ツールが異なる：開発者は
開発ツールを利用する一方、
運用スタッフは本番環境を意
識したアプローチを採用する
これらの違いが、部門間の

ギャップやサイロ化につながる
こともよくあります。この点に
ついて、以降で説明します。

別々のチーム
従来の環境において、開発

（development）という言葉
はおもに開発チームのプログ
ラマを表します（図 1）。テス
ターや QA 担当者もチームの
一員ですが、それぞれプロジェ
クトで専任の役割を担うことも
多く、プログラマが仕事を完了
してから作業を開始します。 

一方、運用（operations）
という言葉は、データベース
管理者、システム管理者、ネッ
トワーク管理者などの各種管

理者により構成されるチーム
を表します。管理者は、ソフト
ウェアを本番配備し、本番用
のインフラストラクチャの管理

（サーバーやシステムのセット
アップ、維持管理など）を行う
専門家です。運用グループは
本質的に、デリバリ・プロセス
の「ラスト・マイル」（最終段階）
に属し、その責任を負うグルー

プです。 
障壁の多い環境においては、

この両グループによりサイロが
形成されます。双方のグルー
プはこのサイロ内において、
ローカルで最適化された目標
を設定し、独自のプロセスと
ツールを使用します。 

ソフトウェア開発は難しく、
データベース開発はそれ以上

MySQL、Hudson、Gradle、Maven、Git によるデー
タベースDevOps
DevOps がソフトウェア開発の品質向上につながる

MICHAEL HÜTTERMANN

図 1
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に難しい作業です。

クリティカル・パスとなるデータベー
ス
データベース開発における日常的な
苦労について具体例を示しましょう。
アプリケーション開発者は継続的イ
ンテグレーションを利用し、頻繁な
チェックインやテストの自動化などを
行います。また、ターゲット環境へ
のビジネス・アプリケーションの継
続的デプロイを利用することも多々あ
ります。一方、データベース開発者
は一般的に、実際のデータベースの
バージョン管理や継続的デプロイに
関する基礎知識を持ち合わせていま
せん。
このギャップは、アプリケーション

開発 / デプロイとデータベース開発
/ デプロイに大きな違いがあることか
ら生まれます。従来、アプリケーショ
ン開発にはローカル・ファイルが使
用され、ローカルで実施した変更内
容はチェックイン時にのみ公開され
ます。開発者はコードの変更やデバッ
グをローカルで実施でき、他のチー
ム・メンバーの作業との干渉が発生
することはありません。アプリケーショ
ンのデプロイは、ビルド・サーバー
からそれぞれの環境に成果物を自動
的にコピーすることで実行します。

一方、データベースの開発では通
常、一元管理リソースを利用します。
しかし多くの場合、ローカルの開発
者用データベース、または一元管理
データベース内の個別のスキーマを
使用して、生産性の高い独立した作
業環境を構築します。

さらに、データベースのデプロイ
は、コピーや置換といった単純なプ
ロセスではありません。たとえば、
データベース表を全削除した後に新
しい構造を持つ表として再作成する
ことはできません。また、データベー
スのデプロイでは多くの場合、まっ
たく同一のデプロイは 2 つ存在しま
せん。ソース・データベースとター
ゲット・データベースのいずれかが、
以前のデプロイや新たな開発によっ
て変更または更新されているためで
す。

DevOps は、データベースの変
更管理などを複数の部門にわたっ
て全体的に実施することで、ソフト
ウェア開発を効率化します。次に、
DevOps について詳しく見ていきま
す。

DevOps の概要
DevOpsとは、ソフトウェア・デリバ
リ・プロセスを効率化するプラクティ
スを表す言葉です。本番から開発へ
のフィードバックによる学習と、サイ
クル時間（開始時点からデリバリま
での時間）の短縮を重視しています。
DevOps はソフトウェアのデリバリを
迅速化するための助力となるだけで
はなく、個別の要件や基本的な条件
との整合性を高めた、より高い品質
のソフトウェアの生産にもつながりま
す。

DevOps では、開発と運用の両方
で目標、考え方、ツールを一致させ
ることを目指します。DevOps の目的
は、開発と運用のコラボレーション
を強化することです。その方法として、

目標、考え方、ツールを共通化します。 
DevOps によって、組織間の障壁

が最小化されます。そのような「1
つのチーム」アプローチを採用する
ことで、アジャイル・プラクティスの
利用が運用にまで展開されます。開
発の専門家も運用の専門家も、緊密
に協力してソリューションの「開発」
に貢献するという意味で「開発者」
になるのです。 

DevOps がターゲットとするアク
ティビティや状況はさまざまです。

非常に多くのアクティビティと状況
DevOps は、次のような非常に多く
のアクティビティや状況に対応しま
す。

■■ カルチャー：プロセスやツールよ
りも人を重視した考え方をとる。ソ
フトウェアは、人が人
のために作成するも
のである。

■■ 自動化：自動化は迅
速なフィードバックを
得るために DevOps
にとって不可欠であ
る。

■■ 測定：DevOps では
測定のための具体的
な方法を探る。品質、
および共通の（少なく
とも調整された）イン
センティブが重要であ
る。

■■ 共有：共有によって、
アイデア、知識、経験
をやり取りするための
コラボレーション・プ

ラットフォームができる。
データベース DevOps を定義し展

開するにあたり、4 つの領域を区別
することが有効です。図 2 に、この
DevOps の領域マトリックスの方法
について示します。Area 1 は、開発
を運用へと展開することを表します。
データベースの文脈におけるArea 1
の一般的なユースケースは、変換ス
クリプトをバージョン管理システムに
配置し、開発と運用で同じデータベー
ス移行ツール（Flyway など）を使
用することです。Flyway については
後ほど少し取り上げます。 

Area 2 は、運用を開発へと展開
することを表します。データベース
DevOps にとって、Area 2 は本番シ
ステム上のトラフィック（ロックされ
た行、ブロッキングしているクエリ、

リソース競合など）を把
握できるようにすること
を意味します。 

Area 3 は、開発を運
用に統合することを表し
ます。たとえば、非機
能要件に関する制約や
共通目標を設定すること
が挙げられます。共通
目標の例として、データ
ベース検索の 80% で 2
秒以内に画面に結果を
表示すること（パフォー
マンスに関する共通目
標）、他の Linux ディス
トリビューションへの移
植が困難になるようなテ
クノロジーは利用しない
こと（移植性に関する

衝突の理由
開発チームと運用
チームの間ではしば
しば衝突が起こりま
す。そのおもな理由

は目標、プロセス、

ツールが異なること

です。これらの違い

が部門間のギャップ

やサイロ化につなが

ります。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  //////////////////  NOVEMBER/DECEMBER 2013

JA
VA

 T
EC

H

34

CO
M

M
U
N
IT
Y

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N
AB

O
U
T 
U
S

blog

//enterprise java / 

共通目標）、データベースでは指定し
たハードウェア上で 2,000 万件のメ
ンバーを保管しながらパフォーマン
ス目標も達成できること（容量に関
する共通目標）、インフラストラクチャ
のコードを含むすべてのコンポーネ
ントでテストを自動化すること（保守
性に関する共通目標）などが挙げら
れます。

Area 4 は、運用を開発に統合す
ることを表します。この統
合は、データベース管理
者（DBA）が介在せずに、
つまりDBA が門番になら
ずに、開発チームが情報
にアクセスできるようにし
て、コラボレーションを促
進することで実現できま
す。

データベースDevOps
堅牢なデータベース変更
管理ソリューションを利用
することは、日常的な課題
を克服するためにもっとも
効果的です。データベー
ス変更管理においてバー
ジョン管理、継続的インテ
グレーション、自動化などの機能を
利用することで、DBAと開発者の相
互のコミュニケーションやコラボレー
ションを強化できます。また、サイ
ロ環境で作業する場合に起こり得る
潜在的な問題（予期しないオーバー
ライド、衝突など）を防止できます。
その結果、DevOps 戦略のさらなる
効果を得ることができます。次のパ
ターンはおそらくDevOps（特にデー

タベース DevOps）を促進するため
に有効です。
データベース更新スクリプトの利用：
DevOps では、更新スクリプトを利用
してデータベースの各要素を自動的
にリリースすべきです。更新スクリプ
トを、データベースの拡張スクリプト
(expantion script)と縮小スクリプト
(contraction script) に区別すると良
いでしょう。 

拡張スクリプトは、デー
タベースへの変更を適用
しても、データベースと既
存バージョンのアプリケー
ションとの下位互換性が損
なわれない場合に用いま
す（表や列といった要素
の追加など）。このような
スクリプトは、対応するア
プリケーションのアップグ
レード前に、任意の時点
で実行できます。 

一方、縮小スクリプト
(contraction script) は、
データベースを移行する
ものであり、下位互換性
が損なわれます（構造の
削除など）。 

拡張スクリプト(expantion script)
と縮小スクリプト(contraction script)
を使用することで、アプリケーション
のデプロイとデータベースの移行と
を容易に分離できます。 
データベースの自動リリース：データ
ベースの自動リリースにおいて一段
と難しい課題は、現在のバージョン
のデータベース（つまり、表、列、デー
タなど、現在の構造的要素の集合）、

言いかえれば現在の状態にあるデー
タベースを、リリース全体の非デー
タベース要素（現在のバージョンの
もの）にリンクすることです。データ
ベース要素をあらかじめバージョン
管理下に置いておくことで、タグ（ラ
ベルと呼ばれることも多い）を作成
して、構成要素のすべてを定義済み
のベースラインに追加できます。 

データベースの変更点を自動的に
デプロイするためには、現在の構造
や内容を維持しながらデータベース
の変更点を段階的に適用できるプロ
セスが必要になります。既存のデー
タベースを更新するためのアプロー
チは多数存在しますが、そのすべて
で共通する作業は次のとおりです。

■■ すべてのコードとデータベース要素
（すべてのチェンジ・セット）をバー
ジョン管理下に置く。

■■ データベースの次バージョンへの
ロールフォワード、および前バー
ジョンへのロールバックのために

適用する必要のあるSQLスクリプ
トを作成する。これらのスクリプト
をグループ化して、1 つのチェンジ・
セット内に配置する。

■■ ロールバック・メカニズムがそも
そも必要かを調査する。ロールバッ
クを使用せずに開発フローを加速
させることで、複雑化を回避でき
る。一方で、ホット・フィックスを
適用する場合、ロールバックは良
い戦略となる。

■■ 対応するチェンジ・セットを保管す
るためのファイルを、チェンジ・セッ
トごとに 1 つずつ作成する。その
ファイルに、番号付け部分を含む
一意の名前を付ける。チェンジ・
セットの適用によって、データベー
スのバージョンが前後する。また、
チェンジ・セットはベースラインを
基準として適用される。そのため、
あるチェンジ・セットの具体的な
内容が、以前のチェンジ・セットと
矛盾する場合がある。言いかえれ

図 2

サイロ化の理由

障壁の多い環境におい

ては、この両グループに

よりサイロが形成されま

す。双方のグループは

このサイロ内において、

ローカルで最適化され

た目標を設定し、独自

のプロセスとツールを

使用します。
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ば、各チェンジ・セットを複数の
SQL 文により構成することは可能
である。しかし、ある特定のチェン
ジ・セットを管理するために、複
数のファイルではなく1 つのファイ
ルを使用することで、タスクベース
の開発を促進できる。

■■ ベースラインを作成し、そのベー
スライン内に、データベース要素
を含むアプリケーションの構成要
素のすべてを格納して固定する。

■■ デプロイのベースラインを取得す
る。完全インストールの場合、デー
タベース要素の初期ベースライン
と、すべての段階的チェンジ・セッ
トを再度適用する。段階的インス
トールの場合、特定のデータベー
スに関する現在の状態（バージョ
ン）をチェックし、それ以降のチェ
ンジ・セット（まだ適用されてい
ないもの）をすべて適用する。

■■ デプロイ・プロセスでは必ずバー
ジョン管理システムからベースライ
ンを取得する。データベースのチェ
ンジ・セットを専用の作業ディレク
トリに配置する。

■■ データベースのバージョンを保管
する。1 つの手段として、メタ情報

（特にデータベース・スキーマの
バージョン）を保持するデータベー
ス表を使用する。さらに、ロール
フォワードやロールバックのため
に適用する必要のあるSQLスクリ
プトを格納するための列を作成す
ることもできる。この方法により、
データベース内に保管された情報
を使用して、シェル・スクリプトで
ロールバックまたはロールフォワー

ドを実行できるようになる。
■■ 平均修復時間（MTTR）、平均検出
時間（MTTD）を最小化し、スモー
ク・テストを最小限に抑えるため
の監視方法を検討する。
ソリューションを自ら開発しても良

いのですが、Flyway などのフレーム
ワークを使用することもできます。以
降の項では、統合的ビルド・チェー
ンで Flyway を Maven、Gradle、
Git、Hudsonと統合して使用する例
を見ていきます。

Flyway（データベース移行ツール）
Flyway は、前述の考え方に対応す
るデータベース移行ツールです。こ
のツールは、開発と運用の両方で使
用できます。ただし実際には、開発
チームがチェンジ・セットを作成し、
テスト・マシン上でデプロイのテス
トを行う必要があります。Flyway で
は、空のデータベースの段階を含む
任意のバージョンのスキーマから最
新バージョンのスキーマへの移行が
可能です。従来のプレーンな SQL が
使用されるため、開発チームと運用
チームの議論の土台として適してい
ます。また、軽量で単純なソリューショ
ンでもあります。 

Flyway の依存先コンポーネントは
少なく、必要になるのは Java 5 以降
とJDBCドライバだけです。Flyway
は、「設定より規約」パターンを適
用して、たとえば、クラスパスのス
キャンによって移行対象の SQL を自
動的に検出します。Oracle Database 
10g 以降（Oracle Database, Express 
Edition を含むすべてのエディショ

ン）、MySQL 5.1 以降な
どの多くのデータベー
スをサポートします。
Flyway による移行作業
では、Oracle Database
または MySQL からエク
スポートしたデータ定
義言語（DDL）ファイ
ルを、変更を加えずに
使用できます。

Flyway で実行され
るOracle Database や
MySQL のスクリプトは、
SQL*Plus などのオラク
ル互換ツールで実行で
きます（ただし、プレー
スホルダを置換して
おく必要があります）。
Flyway は、Mavenプ
ラグイン、Gradle、Ant
を経由するなどのさま
ざまな方法で実行で
きます。また、コマ
ンドラインから実行す
ることもできます。こ
れ以降は、Flyway の
MySQL サポートに焦点
を当てて説明します。
FlywayとMySQL：Flyway は文の
デリミタを含む標準 SQL 構文をサ
ポートしています。DELIMITER 文
を使用してストアド・プロシージャ
のデリミタを変更することもできま
す。mysqldump により生成される
コメント・ディレクティブ（/!.../;）と
MySQLスタイルの 1 行コメント（# 
Comment）を使用できます。 

Flyway による移行作業では、

mysqldump によりエク
スポートした DDL を、
変更を加えずに使用で
きます。Flyway で実行
されるMySQL の SQL
スクリプトは、MySQL
コマンドライン・ツー
ルなどの MySQL 互換
ツールで実行できま
す（ただし、プレース
ホルダを置換しておき、
呼出しや構成のパラ
メータ化を可能にする
必要があります）。

具体例
次に、例に基づいて
説明していきます。ま
ず、移行スクリプトが
存在するフォルダを見
てみましょう。移行ス
クリプトは、プロジェク
トのソース・ツリーの
resourcesフォルダ内に
あります（リスト1）。

この時点で、プレー
ンな SQL を含むファイ
ルが 2 つあります。1

つ目のファイルは DDLファイルの
V1__Create_person_table.sql で、
このファイルの内容はリスト2 のとお
りです。

2 つ目のファイルは、データ操
作言語（DML）ファイルの V2__
Insert_persons.sql で、このファイル
は作成済みの表に 3 行を挿入するた
めの 3 つの文が含まれています（リ
スト3）。

衝突の回避
データベース変更管理

においてデータベース
のバージョン管理、継
続的インテグレーショ
ン、自動化などの機
能を利用することで、

DBAと開発者の相互

のコミュニケーション

やコラボレーションを

強化できます。また、

サイロ環境で作業する

場合に起こり得る潜在

的な問題（予期しない

オーバーライド、衝突

など）を防止できます。
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次に、Mavenプロジェクト・オブ
ジェクト・モデル（POM）を見てみ
ましょう。POM は、このプロジェクト
向けの Maven ビルド・ツールのメ
タ情報ファイルです。このファイルに、
Flyway の使用方法を定義し、接続
先のデータベースに関する情報を記
述します。ロジックは Mavenプロ
ファイル内に記述します。リスト4に、
対応するコードを示します。

次に、Maven 経由で Flyway を
起動します。先ほど紹介した専用の
プロファイルをアクティブ化する必
要があります。この単純な例では、
Maven のインストール後に移行自
体も開始します。留意すべき点は、
Flyway ではクラスパスのスキャンが
実行されることです。そのため、移
行スクリプトを正しく適用するために
は、ターゲット（つまりMaven のター
ゲット・フォルダ）にそのスクリプ
トをコピーしておく必要があります。
Maven の呼出しは次のようになりま
す。

この呼出しを
もっと簡単にして、
洗練された視覚
化機能などの他の
メリットを得るた
めに、継続的イン
テグレーション・
エンジンである
Hudson もデータ

ベース移行に使用します。ビルドは
手動で開始できますが、バージョン
管理での変更点を Hudson に監視さ
せ、ビルド・スクリプトを呼び出して
ビルドを自動的に実行することもで
きます。このスクリプト呼出しにより、
情報がコンソールに出力されます（リ
スト5）。

この例では、データベースは空で、
移行が実行されたことはありません。
そのため、Flyway でブートストラッ
プ処理（メタ情報の作成、特にス
キーマのバージョン番号の作成）が
実行され、その後 2 つの移行スクリ
プトが実行されます（2 つの SQLファ
イルをディレクトリに配置しているた
め）。

データベースを調査すると、
Flyway によって新しい表が 2 つ作成
されています。 

1 つは、移行スクリプトによって作
成された表です。もう1 つは、デー
タベースや、データベースの移行に
関するメタ情報（データベースの現
在のバージョンに関する情報など）
が含まれる表です。これらのメタ情
報は、特定環境での特定の実行にお
いて適用する必要のある文、あるい

は適用してはならない文を抽出する
ために使用します。

次に、PERSON 表を簡単に見てみ
ましょう。この表には 3 行が含まれ
ています（2 つの移行スクリプトで
PERSON 表が作成されて3 つのエン
トリが挿入されたため）。

clean install flyway:migrate 
-Pdb

mysql> show tables;
+̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+
| Tables_in_mydb |
+̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+
| PERSON                  |
| schema_version |
+̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+
2 rows in set (0.01 sec)

すべてのリストのテキストをダウンロード

michael@michael-VirtualBox:~/talk/project/devops/src/main/
resources/db/migration$
ls -la
total 16
drwxrwxr-x 2 michael michael 4096 Sep 22 11:16 .
drwxrwxr-x 3 michael michael 4096 Sep 22 11:16 ..
-rw-rw-r-- 1 michael michael  112 
Sep 18 07:59 V1__Create_person_table.sql
-rw-rw-r-- 1 michael michael  149 
Sep 18 07:28 V2__Insert_persons.sql

リスト1         リスト2         リスト3         リスト4         リスト5

DEVOPS の役割
DevOps では、

開発と運用の両

方で目標、考え

方、ツールを一
致させることを目
指します。 
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また、コマンドラインまたは
Hudson からFlyway のレポート機
能を実行することで（flywayInfoコ
マンドを起動して）、移行の現在の
状態に関する情報を取得できます。
Gradleというビルド・ツールを使
用し、gradle flywayInfo を実行して
Flyway を起動した場合の出力はリス
ト6 のようになります。

Gradle の動作リスト7 に、Gradle
のビルド・ファイルを示します。こ
のファイルは、機能的には非常に多
くの点で先ほどの Maven POM に対
応しています。Gradle を使用すれ
ば、プロジェクトとビルドの情報を
Groovyプログラミング言語で記述で
きます。Groovy は、Java 仮想マシ
ン上で稼働する非常に優れた言語で
す。このファイルは、Maven POMと
同様に、バージョン管理のソース・
コード・ツリーの一部にもなってい

ます。
Flyway では、MavenとGradle の

いずれかから、要件に最適なビルド・
ツールを選択できます。

次に、このプロセスに別の移行
操作を追加します。3 つ目の移行ス
クリプトであるV3__InsertUpdate_
persons.sql は、既存の行の更新とス
トアド・プロシージャの作成を行い、
最後にそのストアド・プロシージャを
呼び出して既存の表に新しい行を挿
入します（リスト8）。

バージョン管理システムの Git にコ
ミットしてプッシュすることで、この
新しいアーティファクトを登録できま
す（リスト9）。

Hudson によりGit の変更点が検
出され、ビルド・スクリプトの内容
に従ってプロジェクトが再ビルドされ
ます。このビルド・スクリプトもバー
ジョン管理のコード・ツリーの一部

です（図 3）。
移行フレームワークによってデータ

ベースの現在のバージョンが「2」と
検出され、新規に利用できる移行番
号「3」を適用するための情報が抽
出されて、リスト10 のように出力さ
れます。
この時点で PERSON 表に 4 行目が

追加され、さらに更新された行も1

mysql> select * from PERSON;
+̶-+̶̶̶̶̶̶̶-+
| ID | NAME               |
+̶-+̶̶̶̶̶̶̶-+
|  1  | Peter Meyer |
|  2  | Peter Bonnd |
|  3  | Klara Korn      |
+̶-+̶̶̶̶̶̶̶-+
3 rows in set (0.00 sec)

図3

+̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶-+
| Version         | Description                      | Installed on                            | State                |
+̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶-+
| 1                    | Create person table        | 2013-09-19 20:52:32           | Success            |
| 2                    | Insert persons                   | 2013-09-19 20:52:32           | Success           |
| 3                    | InsertUpdate persons     | 2013-09-19 20:55:52           | Success            |
+̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶-+̶̶̶̶̶-+

リスト6         リスト7         リスト8         リスト9         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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行あります。言うまでもなく、この更
新は以前に取り込まれていたタイプ・
ミスに対する修正です。新規の行は、
新しく作成したストアド・プロシー
ジャを呼び出すことで挿入されたも
のです。

mysql> select * from PERSON;
+̶-+̶̶̶̶̶̶̶-+
| ID | NAME             |
+̶-+̶̶̶̶̶̶̶-+
|  1 | Peter Meyer   |
|  2 | Peter Bond    |
|  3 | Klara Korn      |
|  4 | Donald Luck |
+̶-+̶̶̶̶̶̶̶-+
4 rows in set (0.00 sec)

単純明快だと思いませんか。

まとめ
本記事では、DevOps について紹介
しました。DevOps は、開発と運用
のコラボレーションを強化するため
の新しい手法です。共通の目標、共
通のプロセス、共通のツールによっ
て、異なる組織部門間の障壁が最小
化されます。 

本記事では、Hudson、Gradle、
Maven、Git などのプロセスやツー
ルを示す具体的な例も確認しました。
これらのプロセスやツールは、さま
ざまな利害関係者による日常的なコ
ラボレーションのあり方を定義し、ソ
フトウェアのデリバリを迅速化してそ
の品質を高めることでしょう。 
</article>

LEARN MORE
• 『Agile ALM: Lightweight Tools 
and Agile Strategies』（Manning、
2011 年）

• 『DevOps for Developers』（Apress、
2012 年）

[INFO]
[INFO] --- flyway-maven-plugin:2.1.1:migrate (default-cli) @ 
devops ---
[INFO] Current version of schema 'mydb': 2
[INFO] Migrating schema 'mydb' to version 3
[INFO] Successfully applied 1 migration to schema 'mydb' 
(execution time
00:00.069s).

リスト10         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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窓の外を眺めると、  
もう丘に夕日が沈もうとし

ているところです。しかし、十
数人の Java 開発者とプロジェ
クトの技術リーダーの私で構成
されるチームは、今日もまた
遅くまで残業になると分かって
います。スケジュールは遅れて
いますが、お客様は期待に届
かない成果には満足してくれ
ないでしょう。私は自信を持っ
てチーム・メンバーを率いる
ために、努めて冷静さを保ち、
感情を出さないようにしていま
す。しかし、自然と胃が痛み、
実際は不安であると再認識しま
す。開発者たちはすでに過度
な残業で疲れ果て、その結果、
私の試算によれば生産性が低
下し始めています。さらに、ス
ケジュールの原価差異分析に
よって、プロジェクトへの人材
投入が現時点での最善の選択
肢であることが判明しました。

チームに新しいメンバーを
投入することは、一見すると、
ソフトウェア開発プロジェクト

が行き詰まっているときに採用
すべき手軽なステップのよう
に思えます。しかし、新しいメ
ンバーが加わったときに、管
理者がさらなる苦境に立たさ
れることもよくあります。なぜ
でしょうか。新しいメンバーを
チームに溶け込ませる過程は
繊細でリスクが高く、すべての
リーダーが細心の注意と配慮
を払って対処すべきであるから
です。

チームの定義
世界中に多数の Java ユー
ザー・グループを設立した
Java Champion の Michael 
Levin 氏は、チームについて次
の提言を行っています。「さま
ざまな能力を持つ人材がやっ
てきます。すべての人材が良
い仕事をする可能性を秘めて
います。大切なのは、各人材
の能力を事前に確認しておくこ
とです。」Levin 氏の提言は、
その職にふさわしい人材を見
つけることは容易ではないこ

とを暗に示していま
す。そこで、この問
題を解決する前に、
まずはチームの構
成要素について理解
しましょう。

定義上、ま
た、Project 
Management 
Institute に従えば、
チームにはプロジェ
クトのすべての利
害関係者が属しま
す。ただし、本記
事の文脈において
は、開発チームにのみ関心が
あります。とは言うものの、社
会的な動物である人間にとっ
て、チーム形成は生存と存続
のための不可欠で本質的な部
分です。チーム形成の特徴を
より深く理解するために、ぜ
ひ言及すべきなのは、Bruce 
Tuckman 氏が 1965 年に提唱
した、「形成（Forming）- 混乱
（Storming）- 統一（Norming）
- 機能（Performing）」という

グループ成長モデ
ルです。チーム形成
は通常、予測可能
で連続した 4 段階
に従うとTuckman
氏は述べます。形
成段階では、メン
バーはグループの
目標を明確に理解し
ていません。グルー
プ・リーダーが方
向性を示す必要が
あります。混乱段階
では、複数のアイデ
アが衝突します。次

の統一段階では、目標がすべ
てのメンバーに認められ、共
通の計画が整備されます。最
後に、機能段階では、高い業
績水準に到達し具体的な目標
を達成するために、チームは
自らを再編し、環境要因による
変化に迅速に適応することが
できます。 

新しいメンバーの影響 
前述のとおり、新しいチーム・

開発チームへのメンバーの投入
について
新しいチーム・メンバー投入に関する最良、最悪の管理方法

T. LAMINE BA

そう簡単ではない
チームに新しいメン

バーを投入すること

は、一見すると、ソフ

トウェア開発プロジェ

クトが行き詰まってい

るときに採用すべき手

軽なステップのように

思えます。 

BEST

DEVELOPMENT

PR ACTIC
ES

T. Lamine Ba：
Javaの熱狂的な支
持者であり、次 と々
新事業を立ち上げ
ている。新興国の
起業家や経営者に
適したオンライン
決済システムを構
築した新興企業で
あるReal Basis LLC
の社長を務める。
西アフリカの Java
ユーザー・グルー
プであり、JUG-
Africa のメンバー
であるSeneJUG

（senejug.com）
のコミュニティ・
リーダーで、共同
設立者でもある。 
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メンバーは、組織全体をかき乱す可
能性があります。そのような苦境に
陥らないように、技術リーダーは常
に、チームの段階を意識する必要が
あります。変化の存在する時期には、
チームが適応のために混乱段階へと
戻る傾向にあることを想定しておか
なければなりません。そのため、重
要なのは、チームに新しいメンバー
を受け入れるのにふさわしい段階と
そうではない段階があると理解して
おくことです。 

以下、それぞれの段階における受
け入れの対処方法について、推奨事
項を示します。
チームが形成段階にある場合：大部
分の利害関係者がプロジェクトの目
標を明確に理解していないことを考
慮すれば、ほとんどの場合、形成段
階は新しいメンバーの投入に最適な
時期です。新しいメンバーは容易に
グループに入り込み、すぐに貢献で
きます。
チームが混乱段階にある場合：この
段階では、さまざまなチーム・メン
バーが多数のアイデアについて議論
し提案しています。経験や共通点な
どの要因により下位グループが形成
されます。自己編成によって下位グ
ループの中で新しいリーダーが選出
され、各リーダーが所定のチャネル
に対して適切な情報を配信する責任
を負います。緊張や困難が予想され、
リーダーには交渉能力などのソフト・
スキルが必要になります。この段階
において、新しいメンバーがチーム
に容易に受け入れられるかは、ほぼ
管理者の能力次第です。そのため、

管理者はチーム内に非公式に生み
出された序列に敏感になる必要があ
ります。そのような序列はメンバー
にとって非常に重要であるからです。
さらに、管理者が新しいメンバーの
役割をチームにすべて明示し、チー
ム全体がその後の再編に積極的に参
加できるようにすることをお勧めしま
す。
チームが統一段階にある場合：この
段階のチームには明確な計画があり
ます。すべてのメンバーがその計画
を理解し、支持しています。チーム
全体の目標が各メンバーの目標より
も優先され、すべての利害関係者に
とって進捗状況が重要な指標になり
ます。この時点で新しいメンバーを
投入することは非常にリスクが高く、
懸命に努力して合意に達した利害関
係者が、変化に抵抗する可能性が
あります。そのため、技術リーダー
が新しいメンバーを導き、そのメン
バーがチームへ溶け込む過程をよく
監視する必要があります。統一段階
は、人材追加の必要性があることを
チーム全体に理解させ賛同を得る目
的で、すべての利害関係者に対して
業績グラフ、what-if シナリオ、予測
モデルを提示するのに適しています。
リーダーは、チームには混乱段階に
戻ろうとする自然な傾向があることに
も備える必要があります。そうしてお
けば、卓越した交渉スキルによって、
チームを統一段階へと迅速に復帰さ
せることができるでしょう。 
チームが機能段階にある場合：機能
段階では、チームの働きは非常に効
率的です。グループはすべての成果

物を予算内でスケジュール内に用意
できます。通常、ほとんどのメンバー
が職場環境に非常に満足しています。
このレベルの生産性は容易に実現で
きず、頻繁に達成できるものでもあ
りません。また、この段階は通常、
短期間で終了します。チームが最終
的に混乱段階に戻ることがあるため
です。以上の理由で、機能段階は、
新しいメンバーの投入にもっとも不
適切です。再編を始める前に、可能
な限り「今の波に乗る」ことをお勧
めします。ただし、プロジェクトで新
しい人材を本当にすぐにでも必要と
している場合は、細心の注意を払い、
チームと協調しながら事を進めてく
ださい。実際、そのような状況では、
開発者たちが重要な意思決定の多く
について、自ら先駆けて検討し、提
案を行うことがあります。つまり、グ
ループ全体の目標を達成するために
必要であれば、新しい人材の投入に
ついてチームがすでに強
く主張しているかもしれま
せん。その場合、管理者
は、新しいメンバーが「合
わない」ことを示すすべ
ての兆候をよく監視し、そ
の結果に応じて、可能な
限り早く適切な対応をとる
必要があります。

政治と文化
政治と文化も、新しいメ
ンバーの投入時に考慮す
べき重要な側面です。技
術リーダーとして、チー
ム全体の交流の仕方を監

視、理解し、新しいメンバーがグルー
プに容易に溶け込めるように、この
交流の仕方に関する情報を新しいメ
ンバーと共有することが不可欠です。
たとえば、非常に静かな職場環境を
好む、特定の時間帯（朝など）にミー
ティングを行う、プレゼンテーション
でテキストよりも視覚的効果を選択
するなどの傾向がチームにはありま
す。最終的には、ほとんどの傾向を

（企業文化の立場から）管理者がコ
ントロールし、ある程度は主導する
必要があります。また、管理者は新
しいメンバーに、チームのすべての
習慣を自ら学習することを期待すべ
きではありません。時間をとって新し
いメンバーに情報を提供して備えさ
せることで、学習にかかる期間を短
縮できます。

オブジェクト指向設計の良い習慣がも
たらすメリット

マーフィーの法則に、「失
敗する余地があれば、失
敗する」という項目があ
ります。チームに変化を
もたらす際に、オブジェ
クト指向設計の良い習慣
に従うことで、良い効果
が得られます。たとえば、
Java の継承では、あるク
ラスが別のクラスを拡張
またはオーバーライドで
きるようになります。継
承を利用し、新しいプロ
グラマーに対してコード
ベースの一部のみの変更
を許可することで、新しい

チーム文化
チーム・リーダー

がチーム全体の
交流の仕方を監

視、理解し、この

交流の仕方に関

する情報を新しい

メンバーと共有す

ることが不可欠で

す。 

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  //////////////////  NOVEMBER/DECEMBER 2013

JA
VA

 T
EC

H

41

CO
M

M
U
N
IT
Y

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N
AB

O
U
T 
U
S

blog

//enterprise java / 

プログラマーが入り込みやすくなりま
す。新しいプログラマーは、テスト
済みで承認を受けた別のモジュール
を再利用して、自分が担当するアプ
リケーションを試すこともできます。
さらに、ポリモフィズムと呼ばれる手
法を利用することにも、多くのメリッ
トがあります。ポリモフィズムは、あ
るオブジェクトが別のオブジェクト（自
身を含む）を包含できるようにする
手法です。このアプローチによって、
プログラマーは同じオブジェクトの
異なる複数の振る舞いを実装できま
す。たとえば、アヒルであれば「ガー
ガー」と鳴き、犬であれば「ワンワン」
とほえることのできるanimalという
オブジェクトを作成することもできま
す。そのようにコードを構成すること
で、新しいメンバーが機能し、貢献し、
役割を果たしながら、かつシステム
のごく一部分のみについて変更を加
え、学習を重ねることが容易になり
ます。先ほどの例では、新しいメン
バーが animalクラスの「ガーガー」
と鳴く振る舞いを担当する場合に、
そのメンバーには、この振る舞いの
実装に関係する一連のクラスのみを
割り振ることができます。

まとめ
早朝、オフィスに一番乗りして窓に
向かうと、本当に美しい空が、徐々
に濃い橙色から明るい黄色へと変
わっていきます。母なる自然の美し
さを眺め楽しみつつ、今日1日に取
りかかる仕事の予定について頭の中
で確認します。今日は新人に挨拶し
て、チームに紹介する予定です。そ

して、最高の結果を期待しながら最
悪の事態にも備えます。自信がみな
ぎってきて、大きく息を吐きます。ふ
と、右肩にかすかな感触があり、「お
はようございます」という小さな声
が聞こえました。振り返ると、元気いっ
ぱいの若者がいます。ただ、少しま
ごついているようです。言うまでも
なく、今日は彼の初日ですから。彼
は手を差し出し、握手を求めてきま
した。私は彼と握手して、歓迎の笑
みを見せ、次のように伝えます。「お
はよう。本当にすばらしい朝ですね。
では、ついてきてもらえますか」</
article>
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劣悪なパフォーマンスはアプ
リケーションの成功にとっ

て弊害となります。パフォーマンス
はさまざまな方法で測定できま
す。アプリケーションのユーザーが
タスクを開始後、待機せずに別の
タスクに移行できる場合でも、ユ
ーザー・インタフェースをブロック
せずにデータベースに問い合わ
せて結果を返す必要がある場合
でも、重要なのは、タスクの完了待
ちはユーザーにとって非常に不快
なもので、アプリケーションのパフ
ォーマンスを低下させて使いにく
いものにするということです。 

Java SEにおいて、
スレッドという考え
方は、貧弱なユーザ
ー・エクスペリエン
スを防ぐために使用
される標準的な技
術です。長時間実行
タスクを個別のスレ
ッドで生成してバッ
クグラウンドで実行
することで、待機が
発生しなくなるため
です。

Java EE 7に含ま
れるConcurrency 

Utilities for Java EEは、アプリケー
ション・コンポーネントやJava EE
サービスを非同期的に使用する
ためのソリューションを標準化し
ています。このAPIは、Java SEの並
列処理に精通する開発者が、エン
タープライズ・アプリケーションで
並列処理を使用するための容易
な方法を提供します。

Java EE 6が登場する前まで、サ
ーバーサイド・アプリケーションで
複数のタスクを同時に実行するこ
とは困難でした。通常、アプリケー
ション・サーバーのコンテナでは、
コンテナにより管理されるスレッ

ド上でアプリケーシ
ョン・コンポーネン
トのコードが実行さ
れ、さらにその同じ
スレッド内で、コン
テナが提供するオブ
ジェクトへのアクセ
スも行うためです。
アプリケーション・サ
ーバー環境でjava.
lang.Threadやjava.
util.Timerを使用し
て新しいスレッドを
生成することは、信
頼できない結果に

つながるため推奨されません。
しかし、Java EE 6で非同期

Enterprise JavaBeans（EJB）が導
入され、そのような状況が改善さ
れました。非同期EJBにより、リク
エストを処理するスレッド以外の
スレッドで、処理を非同期的に実
行できます。Concurrency Utilities 
for Java EEは非同期EJBを基礎と
して構築されており、一連のアプ
リケーション・サーバー向けの並
列処理を行うための機能を新た
に提供しています。並列処理を
行うためのサービスは、タスクの
非同期実行を補助するものであ
り、Javaエンタープライズ・アプリ
ケーション用のいっそう充実した
並列処理ソリューションを提供す
ることを目指しています。本記事
では、並列処理に関する各サービ
スについて説明し、使用例を示し
ます。

サーバー・リソース
Concurrency Utilities for Java EE
を利用するために、次のようなア
プリケーション・サーバーのコン
テナ・リソースを使用できます。M
anagedExecutorService、Manage
dScheduledExecutorService、Co

ntextService、ManagedThreadFa
ctory。これら4つのマネージド・サ
ービス・リソースはアプリケーショ
ン・サーバー内に設定され、タスク
の非同期実行、コンテナ・コンテキ
ストの取得、マネージド・スレッド
の作成に利用されます。 

javax.enterprise.concurrent.
ManagedExecutorService
は、渡されたタスクを非同期
的に実行するために使用しま
す。ManagedExecutorService
は、Java SEのJava SE のjava.
util.ExecutorServiceインタ
フェースと同等機能を持つ、
拡張したインタフェースで
す。ManagedExecutorServiceに対
して渡されたタスクは、アプリケー
ション・サーバーが管理するスレッ
ドによって実行されます。 

GlassFish 4.xにはデフォルト
のManagedExecutorService
インスタンスがあり、このイン
スタンスにはconcurrent/__
defaultManagedExecutorService
というJNDI名か、Java EE 
7 Platform仕様で定義
されているjava:comp/
DefaultManagedExecutorService
という標準のJNDI名のいずれ

Concurrency Utilities for Java EE
アプリケーション・サーバーの並列処理に関するサービスを使用したタスクの最適な実行方法について

JOSH JUNEAU
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かを使用してアクセスできます。通
常、ManagedExecutorServiceを利用す
るタスクには、長時間実行プロセスが組
み込まれています。長時間実行プロセス
は、実行中に他のプロセスをロックしな
いように、非同期的に実行する必要のあ
るプロセスです。

javax.enterprise.concurrent.
ManagedScheduledExecutorServiceイ
ンタフェースは、スケジュールに従ってタ
スクを非同期的に実行するために使用
するもので、ManagedExecutorService
と非常によく似ています。このイン
タフェースは、java.util.concurrent.
ScheduledExecutorServiceインタフ
ェースとjavax.enterprise.concurrent.
ManagedExecutorServiceインタフェー
スを拡張しています。このサービスによ
って管理されるタスクも同様に、アプリ
ケーション・サーバーのコンテナが管
理するスレッドによって実行されます。
この2種類のリソースの違いとして、Ma
nagedScheduledExecutorServiceでは
タスクの遅延実行機能や定期実行機能
を使用する、スケジュール管理された
実行に対応できます。これらの機能は
ScheduledExecutorServiceインタフェー
スによって実現されます。

GlassFish 4.xにはデフォルトの
ManagedScheduledExecutorServiceが
あり、concurrent/__defaultManagedS
cheduledExecutorServiceというJNDI名
か、java:comp/DefaultManagedSchedu
ledExecutorServiceという標準のJNDI名
のいずれかを使用します。

javax.enterprise.concurrent.
ContextServiceは、マネージド・エグゼキ
ュータを使用せずにコンテキスト依存オ

ブジェクトを作成するために使用します。
そのために、java.lang.reflectプロキシ機
能を利用し、コンポーネント・コンテナ・
コンテキストをオブジェクト・インスタン
スに関連付けます。この関連付けによっ
て、オブジェクトがコンテキスト依存型に
なり、関連付けられたコンポーネント・イ
ンスタンスのスレッド・コンテキストを使
用してオブジェクトを実行できるように
なります。GlassFish 4.xにはデフォルトの
ContextServiceがあり、concurrent/__
defaultContextServiceというJNDI名
か、java:comp/DefaultContextServiceと
いう標準のJNDI名のいずれかを使用し
ます。

最後に、ManagedThreadFactory
リソースは、マネージド・コンテナ・
スレッドを作成するために使用でき
ます。マネージド・コンテナ・スレッ
ドを利用すれば、別のプロセスの実
行中に、バックグラウンドでタスクを
実行できます。GlassFish 4.xにはデ
フォルトのManagedThreadFactory
があり、concurrent/__
defaultManagedThreadFactory
というJNDI名か、java:comp/
DefaultManagedThreadFactoryという
標準のJNDI名のいずれかを使用します。

注：GlassFish 4.xのインストールには、
並列処理に関する各ユーティリティに
対応したデフォルトのサーバー・リソー
スが備わっていますが、必要に応じて
独自のリソースを生成することも可能
です。独自のリソースを生成するため
には、GlassFish管理コンソールまたは
asadminコマンドライン・ユーティリテ
ィを使用します。並列処理に関するリソ
ースをカスタマイズするために、複数の

属性（デプロイメント順、スレッド優先順
位など）を設定できます。そのようなリソ
ースの作成について詳しくは、Java EE 7 
TutorialまたはConcurrency Utilities 1.0
仕様を参照してください。

アプリケーション・リソースへのアクセス
サーバーサイドの並列処理リソースに対
してタスクを渡して処理させるために、
アプリケーションにサーバーサイドのリ
ソースへの参照を追加する必要があり
ます。そのためには、アプリケーションの
デプロイメント・ディスクリプタ内に参
照を定義するか、@Resourceアノテーシ
ョンを使用するかのどちらかを行いま
す。たとえば、Webアプリケーションの場
合、web.xmlファイル内にリソースを定
義できます。

web.xml内でリソースへの参照を登録
するために、4つのインタフェースのうち
任意の（またはすべての）インタフェース
について、<resource-env-ref>要素の内
部にエントリを記述できます。その際に
は、エントリごとに、<resource-env-ref-
name>と<resource-env-ref-type>を割
り当てます。リスト1に、web.xmlファイル
内でManagedExecutorServiceを登録す
る方法を示します。

@Resourceアノテーションを使用して、
必要に応じてリソースをコード内にイン
ジェクションすることもできます。その際
には、このアノテーションにサーバーサ
イドのリソース・インスタンス名を渡しま
す。たとえば、ManagedExecutorService
のインスタンスをインジェクションによっ
て取得するために、次のコードを使用で
きます。

本記事ではこれ以降、@Resourceアノ
テーションを使用した例を示します。

使用例
並列処理に関する各ユーティリティの使
用方法について、Acme Worldというテ
ーマ・パーク向けの、基本的な機能を備
えた休暇プラン設定アプリケーションと
呼ぶ、実際に動作するサンプルを使用し
て説明します。このサンプル・アプリケー
ションは、入場券とレストランの食事を
予約できます。これ以降、さまざまなシナ
リオでこのアプリケーションを使用して、
それぞれの並列処理実行タスクの例を
示します。

マネージド・タスク
javax.enterprise.concurrent.
ManagedExecutorServiceインタフ
ェースは、タスクを非同期的に実行
可能なサーバーサイド・リソースを
作成するために使用できます。非同
期的に実行するタスク実装を含む
クラスをManagedExecutorService
に渡して処理させることが可能で
す。ManagedExecutorServiceに渡すクラ
スは、java.lang.Runnableインタフェース
またはjava.util.concurrent.Callableイン
タフェースのどちらかを実装する必要が
あります。 

java.lang.Runnableを実装するタ
スク・クラスにはrun()メソッドを記述
する必要があります。このメソッドが
ManagedExecutorServiceによって起
動されます。このようなタスクは、レポ
ートや長時間の問合せをバックグラウ
ンドで実行するのに便利です。java.util.
concurrent.Callableを実装するクラスで

@Resource(name=
   "concurrent/myMES")
ManagedExecutorService mes;
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は、ManagedTaskインタフェースも実装
する必要があります。このインタフェース
の実装によって、IDENTITY_NAMEプロパ
ティ経由でこのクラスに識別可能な名前
を付与できます。また、call()メソッドも実
装する事ができます。このメソッドは、現
在設定されているタスクの処理を実行し
ます。このようなタスク・クラスは、非同期
的に処理する複数のタスクを発行する
ために使用します。

長時間実行タスクの送信例を示すた
めに、Acme Worldの支配人が施設の予
約状況のサマリーを示すレポートを実
行することを望んでいるとしましょう。レ
ポートを起動するために、支配人はレポ
ートを電子メールで受け取るためのボ
タンをクリックします。このボタンは特定
のマネージドBeanアクションにバインド
されています。このアクションによって、
データベースに問い合わせて予約情報（
各予約のコストに関する情報を含む）を
取得するための長時間実行タスクが起
動されます。このタスクは長時間実行タ
スクであるため、情報がまもなく電子メ
ールで送信されるということを伝えるサ
ーバー応答をユーザーがすぐに受け取
れるようにします。そのため、処理させる
タスクをManagedExecutorServiceに渡
して、その後に制御をユーザーに返しま
す。このタスクのロジックを含むクラスの
名前をAcmeReservationReportとし、こ
のクラスのコードをリスト2a、2bに示し
ます。

AcmeReservationReportを利
用するためには、サーバー上の
ManagedExecutorServiceリソースに対
してAcmeReservationReportを渡す必
要があります。これは通常、タスク・クラ

スのインスタンスを作成し、そのインス
タンスをManagedExecutorServiceの
submit()メソッドを使用して渡すことで
実現します。このメソッドによりFutureオ
ブジェクトが返されます。このオブジェク
トを使用して、長時間実行タスクの状態
を判定できます。リスト3に、処理させる
タスク・クラスの受け渡し方法の例を示
します。

一部のケースでは、アプリケーション
で複数の長時間実行タスクを非同期的
に処理する必要があります。その場合
は、各タスクの結果が生成された後に処
理できます。java.lang.Callableを実装す
るタスクがそのようなケースに適してい
ます。 

そのようなタスクの例を示すために、
週に1回、Acme Worldに予約を行った
客についての電子メールを送信すること
にします。この電子メールは、施設のデー
タベース表とレストラン予約の表の両方
に対して問い合わせた結果を組み合わ
せることで作成します。そのために、施設
の予約を問い合わせるタスクと、レスト
ランの予約を問い合わせるタスクの2つ
を送信します。これらのタスクが完了した
ら、まとめて処理して電子メール・レポー
トの内容を組み立てます。

リスト4にAcmeParkReservation
タスクのソース・コードを、リスト5
にAcmeRestaurantReservationタ
スクのソース・コードを示します。各
タスクは、Callableインタフェースと
ManagedTaskインタフェースを実装し
ています。コンストラクタはタスクの実
行に必要となる引数を受け取ります。ま
た、call()メソッドでは長時間実行タスク
の実装が実行されます。この例では、各

すべてのリストのテキストをダウンロード

<resource-env-ref>
      <description>
        Reference to ManagedExecutorService
       </description>
      <resource-env-ref-name>
          concurrent/__defaultManagedExecutorSerice
      </resource-env-ref-name>
      <resource-env-ref-type>
 javax.enterprise.concurrent.ManagedExecutorService
      </resource-env-ref-type>
   </resource-env-ref>

リスト1         リスト2a         リスト2b         リスト3
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タスク内でデータベースに問い合わせ
て、その後の処理に使用するための情報
が返されます。

JavaServer Faces（JSF）マ
ネージドBeanコントローラの
AcmeSummaryEmailControllerは、2つ
のタスクのそれぞれを処理して、各結果
を組み合わせて電子メール・レポート
を組み立てるために使用します。レポー
トを構築するために、各タスクを個別に
ManagedExecutorServiceに渡して処理
させます。タスクごとにFuture<Object>
が返されます。このFutureオブジェクト
を使用し、オブジェクトのisDone()メソ
ッドを呼び出して、タスクが完了したか
どうかを判定できます。タスクの完了
後は、このオブジェクトのget()メソッド
を呼び出して返されるオブジェクトか
ら情報を取得できます。リスト6a、6b
は、AcmeSummaryEmailController JSF
コントローラのソース・コードです。

ManagedExecutorServiceインスタン
スは、複数のアプリケーション・コンポ
ーネントから同時に使用できるインス
タンスです。各タスクはコンテキスト依
存型になります。つまり、各タスクで送信
コンポーネントのコンテキストが維持
されます。そのタスクは、送信コンポー
ネントのコンテキスト内で実行されま
す。ManagedExecutorServiceインスタン
スは、サーバー自体のシャットダウン時、
またはアプリケーションやコンポーネン
トの無効化/削除時に、終了または一時
停止することが可能です。

スケジュール管理されたタスク
javax.enterprise.concurrent.
ManagedScheduledExecutorService

は、指定した時刻にタスクを実行するた
めに使用できます。ManagedSchedul
edExecutorServiceとのインタフェース
は、すべてのタスク・クラスでjava.lang.
Runnableインタフェースまたはjava.util.
concurrent.Callableインタフェースのど
ちらかを実装する必要があるという点に
おいて、ManagedExecutorServiceの操
作と非常によく似ています。並列処理に
関するこれら2種類のリソースには、唯
一、スケジュール管理されたタスクを渡
すときにスケジュール機能を指定できる
かどうかという点に大きな違いがありま
す。
リスト7にAcmeReservationCountと

いうタスク・クラスを示します。このタス
ク・クラスは、Acme World予約データベ
ースを定期的にポーリングして、新しい
予約数を把握するために使用します。こ
の実装にはスケジュール情報は一切含
まれず、タスクの実装のみが含まれてい
る点に注意してください。 

前述のとおり、スケジュール設定は
タスク受け渡し時に実行します。リスト
8に、AcmeReservationCountクラスを
ManagedScheduledExecutorServiceに
渡して処理させる方法の例を示します。
この例では、このタスクが60分おきに実
行され、過去60分間の新しい予約数がロ
グに記録されます。このスケジュール設
定のために、ManagedScheduledExecu
torServiceのいずれかのメソッドを呼び
出しています。これらのメソッドは、java.
util.concurrencyのインタフェースから継
承されたものです。 

この例では、scheduleAtFixedRateメ
ソッドを呼び出しています。このメソッド
は、Runnable、initialDelay、期間、期間の

すべてのリストのテキストをダウンロード

注：このリストは、紙面の都合上抜粋になっています。省略部分は. . .記号で示して
います。コード・リストの全体は、本号のコード・リストをダウンロードしてご確認い
ただけます。

public class AcmeParkReservation implements Callable<
ParkReservation>, ManagedTask {
    
    String reportId;
    BigDecimal parkReservationId;
    Map<String, String> executionProperties;
    private ParkReservationFacade parkReservationFacade;

    public AcmeParkReservation(String reportId, 
BigDecimal parkReservationId, 
ParkReservationFacade parkReservationFacade){
        this.reportId = reportId;
        this.parkReservationId = parkReservationId;
        this.parkReservationFacade = parkReservationFacade;
       
        executionProperties = new HashMap<>();
        executionProperties.put(
ManagedTask.IDENTITY_NAME, getIdentityName());
    }
    
    public String getIdentityName() {
         return "AcmeParkReservation:  reportId=" + 
reportId + ", parkReservationId=" + parkReservationId;
    }
    
    @Override
    public ParkReservation call() throws Exception {
        // Perform long-running task
        return parkReservationFacade.findById(parkReservationId); 
    }
... 
}

リスト4         リスト5         リスト6a         リスト6b  
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単位を引数として受け取ります。この例
では、期間の単位はTimeUnit.MINUTES
です。スケジュール管理されたマネージ
ド・タスクは、AcmeWorldServletConte
xtListenerというサーブレット・コンテキ
スト・リスナー内に実装しています。アプ
リケーションの起動時にこのコンテキス
トが初期化され、1時間おきにタスクが
実行されるようにスケジュール設定され
ます。 
 
ManagedScheduledExecutorServiceイ
ンスタンスは、複数のアプリケーション
やコンポーネントから同時に利用できま
す。このサービスに渡された各タスクは
コンテキスト依存型です。また、このタス
クを実行するスレッドのコンテキストは、
実行中のタスク・インスタンスのコンテ
キストに一致するように変更されます。タ
スクの完了後、コンテキストは元の状態
に戻ります。

コンテキスト依存オブジェクトの作成
javax.enterprise.concurrent.
ContextServiceインタフェースは、マネ
ージド・エグゼキュータを使用せずに
コンテキスト依存オブジェクトを作成
するために使用できます。そのために
は、java.lang.reflectパッケージの動的プ
ロキシ機能を使用して、アプリケーショ
ン・コンポーネントのコンテキストを、作
成するオブジェクト・インスタンスに関連
付けます。このサービスを使用して、カス
タムの並列処理アプリケーションおよび
サービスを開発し、ExecutorServiceの実
装などのカスタムJava EEコンポーネント
を作成できます。

コンテキスト依存オブジェクトのプ

ロキシ・インスタンスを作成するため
には、ContextServiceインスタンスの
createContextualProxy()メソッドを
呼び出します。タスク・インスタンス
は、Callableインタフェースを実装する
必要があります。このcall()メソッドにタ
スクの実装を記述します。本記事の例で
は、スレッド・プールのマネージド・エグ
ゼキュータを生成するために使用でき
るカスタムのSingleton EJBの生成方法
を示します。リスト9は、スレッド・プール
のマネージド・エグゼキュータを生成す
るために使用するSingleton EJBである
ExecutorAccessorのコードです。このEJB
を使用して、コンテキスト依存のタスク・
インスタンスを渡します。 

この例のタスク
は、AcmeSingleReservationという
クラス内に実装します（リスト10）
。AcmeSingleReservationは、予約ID番
号を受け取り、データベースに問い合わ
せて、一致した予約レコード・オブジェク
トを返します。このクラス内のcall()メソッ
ドでは、データベース接続を作成し、指
定された予約を問い合わせて、オブジェ
クトを返します。

タスクはステートレス・セッションEJB
によって起動されます。このEJBが特定の
予約ID番号をAcmeSingleReservation
タスク・クラスに渡すと、予約オブ
ジェクトが返されます。各予約を
取得するために、複数のスレッド
が使用されます。ContextService
は、AcmeSingleReservationの呼出しご
とにコンテキスト依存プロキシを作成
するために使用します。そのプロキシは
ExecutorAccessor Singleton EJBから取
得されたスレッド・プールに対して送信

注：このリストは、紙面の都合上抜粋になっています。省略部分は. . .記号で示し
ています。コード・リストの全体は、本号のコード・リストをダウンロードしてご確
認いただけます。

public class AcmeReservationCount implements Runnable, 
Serializable {
    ParkReservationFacade parkReservationFacade = 
lookupParkReservationFacadeBean();
    String reportName;
... 

    public void run() {
            runCountReport();
    }

    /**
     * Prints a count of reservations.
     */
    public void runCountReport() {
        System.out.println("Park Reservation Count for Today");
        System.out.print
ln("===============================");
        Long reservationCount = 
parkReservationFacade.findCount();
        System.out.println(reservationCount);
        // Email in production application
    }

    private ParkReservationFacade 
lookupParkReservationFacadeBean() {
        try {
            Context c = new InitialContext();
            return (ParkReservationFacade) c.lookup(
"java:global/JavaMagazineEE7/ParkReservationFacade");
        } catch (NamingException ne) {
            ...  
        }
    }
}

リスト7         リスト8         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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されます。このスレッド・プールのtake().
get()メソッド・チェーンを呼び出すこと
で、予約オブジェクトが返されます。リス
ト11に、この実装を含むステートレス・セ
ッションBeanであるReservationChecker
の実装全体を示します。

サーバー・スレッド
サーバーサイドのスレッド・インスタ
ンスは、javax.enterprise.concurrent.
ManagedThreadFactoryインタフェース
を使用して作成できます。サーバーサイ
ド・スレッドの生成は、アプリケーション
内でボトルネックを発生させずに長時間
実行タスクを実行する必要がある場合
に便利です。新しいスレッドは、java.util.
concurrent.ThreadFactoryインタフェー
スのnewThread(Runnable r)メソッド
に、実行するRunnableクラスを渡して呼
び出すことで作成できます。作成後、その
新しく作成したスレッドのstart()メソッド
を呼び出して、アプリケーション・コンポ
ーネント・インスタンスのコンテキスト内
でスレッドを開始できます。

たとえば、Acme Worldアプリケーショ
ンでRestaurantReservationエンティテ
ィを定期的にポーリングして新しい予約
があるかを確認し、新しい予約がある場
合にアラートを渡すことにします。デー
タベースのポーリングとアラートの作成
を行うプロシージャを格納するための
Runnableクラスを作成できます。リスト
12に、この例のマネージド・スレッドを作
成するために使用するRunnableのコー
ド（ReservationAlerterという名前のクラ
ス）を示します。ManagedThreadFactory
のnewThread()メソッドを呼び出して、こ
のクラスをスレッド内に設定できます（リ

スト13）。
リスト14に、@Resourceによ

るインジェクションを経由して
ManagedThreadFactoryへの参照を取
得し、新しいThreadインスタンスを作成
して開始するためのコード全体を示しま
す。 

トランザクションの利用
並列処理に関するリソースでは、javax.
transaction.UserTransactionインタフェ
ースを使用した、ユーザー管理のグロー
バル・トランザクション境界（デマーケー
ション）をサポートしています。このサポ
ートによって、begin()メソッドによるトラ
ンザクションの開始、commit()メソッド
によるコミット、rollback()メソッドによ
るロールバックを必要に応じて実行で
きます。マネージド・タスクのインスタン
スは、渡されたスレッドのトランザクショ
ン・スコープ外で実行されます。そのた
め、トランザクションを利用するアクショ
ンの調整をエグゼキュータが行う必要が
あります。また、実行中のスレッドでアク
ティブであるトランザクションはすべて
一時停止状態になります。リスト15に、1
つのトランザクション内においてタスク
からトランザクション対応リソースを操
作する方法を示します。

@Singleton
public class ExecutorAccessor {

    private ExecutorAccessor executorAccessor;
    private ThreadPoolExecutor tpe;
    @Resource(name = "concurrent/__defaultManagedThreadFactory")
    ManagedThreadFactory threadFactory;

    @PostConstruct
    public void postConstruct() {
        tpe = new ThreadPoolExecutor(
                5, 10, 5, TimeUnit.SECONDS,
                new ArrayBlockingQueue<Runnable>(10), 
threadFactory);
    }

    public ExecutorService getThreadPool() {
        return tpe;
    }
}

リスト9         リスト10         リスト11         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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まとめ
マルチスレッド対応型エンタープライ
ズ・アプリケーションを取り扱うためにカ
スタム・ソリューションを開発する時代は
終わりました。これからは、Concurrency 
Utilities for Java EEが、エンタープライ
ズ・アプリケーションにおける並列処理
の標準的なソリューションになります。
このソリューションは、単純かつ高度
な並列処理のパターンをサポートしま
す。Java SEの並列処理APIの使用に精通
する開発者は、Concurrency Utilities for 
Java EEの利用方法を問題なく習得でき
るでしょう。いずれのAPIも同様のガイド
ラインに従っているためです。  
また、初心者にとっても、このAPIは単純
で直感的です。

本記事で使用した例を実際に確認す
るためには、記事のソースよりNetBeans
プロジェクトをダウンロードし、作成しま
す。その後、Apache Derbyを使用してデ
ータベースを作成します。Apache Derby
はGlassFishにパッケージ化されていま
す。最後に、お使いのGlassFishサーバー
にこのアプリケーション・プロジェクトを
デプロイしてください。</article>

注：このリストは、紙面の都合上抜粋になっています。省略部分は . . . 記号で
示しています。コード・リストの全体は、本号のコード・リストをダウンロードし
てご確認いただけます。

public class ReservationAlerter implements Runnable {

    @Override
    public void run() {
        while (!Thread.interrupted()) {
            reviewReservations();
            try {
                Thread.sleep(100000);
            } catch (InterruptedException ex) {
                // Log error
            }
        }
    }

    public Collection reviewReservations() {
        Connection conn = null;
        Properties connectionProps = new Properties();
        connectionProps.put("user", "user");
        connectionProps.put("password", "password");
        Collection reservations = null;
        try {
            // Obtain connection and retrieve reservations
            conn = DriverManager.getConnection(
                "jdbc:derby:acme;create=false",
                connectionProps);
     // Use the connection to query the database for reservations
        } catch (SQLException ex){
            System.out.println("Exception: " + ex);
        } finally {
          ...}
        return reservations;
    }
}

リスト12         リスト13         リスト14         リスト15  

すべてのリストのテキストをダウンロード
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多くの企業は、身の回りのあ
らゆるスマート・コンピュー

ティング・デバイスが相互に通信
し、さらによく利用するエンター
プライズ・アプリケーションとも
通信するような未来を約束して
います。この手法は、マシン・
ツー・マシン（M2M）アーキテ
クチャとも呼ばれます。オラクル
も、Internet of Things（モノの
インターネット：IoT）を重視した
計画を立てています。このような
IoT の約束を実現することは、モ
バイル・デバイスで Bluetooth や
Wi-Fi をオンにする程度の単純な
ことに思えるかもしれません。し
かし、すべてが接続された未来
の世界を最大限に活かすために
は、もっと深い部分で統合する必
要があります。

デバイスとは
IoT のアーキテクチャや戦略の検
討における最初の手順は、デバ
イスとは何かを定義することで
す。ほとんどの人はまず、デバイ
スをスマートフォンやタブレットと
定義しますが、より小さく低機能
の携帯電話もデバイスとして適格
です。センサー、電気制御装置、

RFIDリーダー、最新の家庭用電
化製品なども、M2M や IoT の世
界においてそれぞれの役割を果
たします。基本的に、一意に識
別でき、適切なリソースやロケー
ションに関するデータを持つすべ
ての電子的なエンドポイントは、
IoTアーキテクチャにおける有効
なデバイスとして適格です。 

デバイスの種類によってデータ
量や実用性は異なりますが、大
量のデータを組み合わせること
で、非常に単純なデータからでも
途方もない価値を引き出すことが
できます。重要なのは、デバイス
同士の通信や、さらには協調動
作までも可能になるように、すべ
てのデバイスを識別し、まとめて
接続することです。この識別と接
続こそ、インターネットが重要な
役割を果たす分野です。

Internet of Things
1999 年、マサチューセッツ工科
大学 Auto-ID センターの共同創
設者であるKevin Ashton 氏は、
Internet of Thingsという用語を
考案し、あらゆる場所にあるセン
サーを通じて、インターネットが
実世界に接続されるシステムと定

義しました。Ashton 氏の構想は、
データ入力を人間だけに頼らず
に、独自のデータを収集するコン
ピュータ、デバイス、センサーに
よる地球規模のシステムを構築す
ることでした。結果として、この
地球規模のシステムでは、何がど
こにあるのか、どの場所でどの時
点に何が起きているのかを把握
できます。その先につながるの
は、大幅な無駄の削減、コスト
の低減、人間が機械を操作する
ことによる損失（定義は人が行う
のですが）の排除が可能となる、
相互に接続されたシステムの世
界でしょう。

研究者は、アドレ
ス指定能力、通信規
格、電池残量、デー
タ収集などの問題を
懸命に解決しようと
しています。一方、
各企業も、ギャップ
を埋め、標準プラッ
トフォームを定義し、
すべての関係者がメ
リットを享受できる
エコシステムの構築
を急いでいます。IoT
はごく初期段階にあ

り、現在は IoT の成立に関わるこ
とのできる面白い時期です。 

JavaとIoT：ハイパーコネクティ
ビティ向けのプラットフォーム
Java は組込みデバイス上で誕生
しました。当初、Star7 携帯端末
に搭載されるGreen Project の
一部であった Java は、その後、
Webと組込みの双方のドメイン
において大きな成功を収めまし
た。おそらく、IoT 戦略を推進す
る今日のテクノロジーの中では、
Java がもっとも良い位置にあるで
しょう。 

CPU やメモリに制限のある
フィーチャーフォンか
ら、処理能力や容量
が豊富なラックマウン
ト型サーバーに至る
まで、Java はさまざ
まなデバイス上で稼
働できます。そのこと
を考慮すれば、Java
は、ユビキタスな接
続性、つまりハイパー
コネクティビティを実
現したコンピューティ
ング・リソースの世界
を推進することを定め

実際に組込みアプリケーションを作成することで Internet of Things に関連する概念や問題を理解する

ERIC J. BRUNO

「Internet of Things」入門

成功に不可欠
おそらく、IOT 戦

略を推進する今日

のテクノロジーの

中では、Java が
もっとも良い位置
にあるでしょう。

ソフトウェア・
アーキテクチャ
や開発のトピッ
クを扱うライ
ター、編集者。
ITコミュニティ
において20 年
以上の実績があ
る。デスクトッ
プからデータセ
ンターに至るさ
まざまなトピッ
クについて講
演。世界中の企
業でエンタープ
ライズ・アーキ
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られていると言えます。このエコシステ
ム内の Java 搭載デバイスは、デバイス
同士で通信し、ユーザーと通信し、さら
にセンサーや中継器を通じて実世界と
通信することで、知識を収集し、究極的
には周囲の世界について解釈した情報
もリアルタイムで収集します。 

医療、自動車（テレマティクス）、ビ
ルディング / 工業オートメーション、ス
マート・メーター、交通、物流などの
分野において、豊富な情報を発見して
レポートできることを想像してみてくだ
さい。そのほんの数例について紹介し
ましょう。

■■ 内容物を示すビンに入った薬物に対
して患者がアレルギーを持っていな
いかを自動化されたデバイスでクロ
スチェックすることで、潜在的で命取
りになるミスを予防可能 

■■ 車両に搭載されたテレマティクス・シ
ステムによって、渋滞の発生前に運
転手に対して自動的に警告して経路
を変更することで、交通状況を改善
可能

■■ 家庭やオフィス・ビル内のゲートウェ
イ・デバイスで、電力需要の時間的
変動の山と谷をより正確にレポートし
て予測することで、より効率的な発電
を実現可能
オラクルは、Java ベースのミドルウェ

ア、データ・ストレージ、分析手法を
使用し、そのすべてが適切なハードウェ
アで稼働する標準の Java ベース IoTプ
ラットフォームの定義に貢献しています。
この IoTプラットフォームを利用するこ
とで開発者はイノベーションやソリュー
ションに集中できます（図 1）。センサー
に Oracle Java ME Embedded を使用す

ることで、エンド・ツー・エンドのソリュー
ション全体で同じ言語を使用し、デバ
イスの移植性と継続的なサポートを維
持できるため、システムを効率的に構
築できます。さらに、Oracle Java SE 
Embedded や Oracle Java Embedded 
Suite により、高速かつ低コストの M2M
ゲートウェイを配備するために必要とな
る機能（エンド・ツー・エンドでのデー
タ取得、イベント処理、分析）が利用
できます。

ただし、完全な IoTアーキテクチャは
Java の範囲に収まらず、単純に特定の
ソフトウェア・スイートを使用すれば良
いというものではありません。エンド・
ツー・エンドのセキュリティ、将来のニー
ズに応じた拡張性やスケーラビリティ、
業界における標準規格およびセキュリ
ティに関する要件への対応、IT インフラ
ストラクチャの観点からのコスト削減、

既存のシステムとの統合、あらゆる層で
の十分なパフォーマンスなどをおもなメ
リットとする、マネージド・ソリューショ
ンを必要とするものです。これ以降、オ
ラクルの IoTプラットフォームについて
詳しく見ていきます。
プロビジョニングと管理：IoTソリューショ
ンの各地点で、デバイス、データ、お
よびユーザーの識別、認証、および認
可が必要になります。たとえば、ネット
ワーク内のセンサーから情報がレポート
されたときには、何らかの判断を行う
前に、そのセンサーが信頼でき、正し
く識別できるかを確認することが不可欠
です。さらに、現実のシナリオでは政府
による規制や倫理的な制限があります。
そのため、データが悪人の手に渡らず、
そのデータの参照権限のある人（例：
特定の患者について医学的診断を行う
医師）だけが参照できるようにする必要

があります。
新しいデバイスのプロビジョニング、

ネットワーク内におけるデータの出所
の特定、適切なユーザーへの適切なタ
イミングでの権限付与が、IoTプラット
フォームで必要となる極めて重要な機能
です。小さなセンサーや分散されたコ
ンピューティング・ノードにより膨張す
るネットワークを効率的に（かつ一元的
に）管理できることも必要です。
セキュリティ：前述のとおり、ユーザー
やデバイスの識別はアプリケーションの
セキュリティに不可欠です。オラクルの
IoTアーキテクチャでは、顧客の LDAP
システムへのエントリ・ポイント（ユー
ザー識別管理のため）、ネットワーク機
器や業界標準プロトコルへのエントリ・
ポイント（セキュアな通信のため）、安
全なオフサイト・データ・ストレージへ
のエントリ・ポイント（必要となるシナ

図 1
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リオ向け）をそれぞれ定義しています。
エンド・ツー・エンドのセキュリティは
十分詳細に定義して適用する必要があ
り、かつ、システムの拡張と利便性を
実現できるほど柔軟である必要もありま
す。
接続性：デバイス接続は、イーサネッ
トなどの基本プロトコルから始まります
が、センサーや機密データ向けの通信
規格もサポートする必要があります。業
界プロトコルの例として、DASH7（ワ
イヤレス・センサー・ネットワーク向
け）、ZIGBEE（電気制御装置向け）、
6LoWPAN（ビルディング・オートメーショ
ン、スマート・グリッド・アプリケーショ
ン向け）、COSEM（スマート・メーター
向け）、Bluetooth（テレマティクス・シ
ステムなどの広範な用途向け）などが
あります。

プロトコルのほかにも、IoTプラット
フォームは、利用中に接続と切断を繰
り返す可能性のあるデバイスに対応し、
必要に応じて確実にデータを保存して後
で必ず転送する必要があります。
イベント処理：ネットワーク内にある数
百、あるいは数千ものエンドポイントか
らデータを収集する際に、データから実
用的な情報をリアルタイムで取得できる
必要があります。IoTプラットフォームに
組み込まれた複雑なイベント処理ソフト
ウェアにより、データ全体をデータセン
ターに送信する前に、データへのフィル
タ適用やデータに関する判断を行うこと
が可能です。そのような事前の操作に
よって、バックエンド・システムで必要
となる帯域幅や処理能力（ひいてはコ
スト）が削減されます。一元的に判断
が行われることとは対照的に、自動化さ

れた決定はそれらのデータソースやそ
れに基づいて行動する必要があるシス
テムに近付られるため、結果として、よ
り即応性に優れたシステムになります。
ストレージ：データ、特に実世界のセン
サーから取得したデータには、さまざま
な形式やサイズのものがあります。構造
化されたリレーショナル・データから構
造化されていないランダ
ムなデータまで、IoT シス
テムで取得するすべての
情報について、収集、保
管、取得、分析によって
全価値を引き出す必要が
あります。ローカル・デ
バイスやゲートウェイ上の
Oracle Berkeley DB 内の
メモリにあるデータでも、
アーキテクチャのミドル層
やパブリック・クラウドの
NoSQL データベース内の
データでも、データセン
ターやプライベート・クラ
ウド内のリレーショナル・
データベース内のデータ
でも、IoT システムのデー
タは各層で適切かつセ
キュアに保管する必要が
あります。 

IoTプラットフォームでは、データ構
造と取得のニーズに応じて、データを適
切な場所に保管できます。迅速にデー
タを取得する必要性とセキュリティや
データ整合性の維持とのバランスを図る
ことは、IoTプラットフォームの役割であ
り、アプリケーションの関心事ではあり
ません。 

ビッグ・データと分析：デバイスから収
集され、ともすれば大量となるデータの
分析によって、多くの隠れた価値が明ら
かになる可能性があります。一般的に、
リアルタイム分析と履歴分析の 2 種類
の分析があります。 

リアルタイム分析では、デバイスから
の収集時にデータを分析し、場合によっ

ては別のデータと組み合
わせて動的な判断を行い
ます。できる限りデバイ
スに近い場所で分析が実
行された場合に、最良の
結果が得られる傾向にあ
ります。一方、履歴分析
では、長期間（数年間に
及ぶこともある）取得し
たデータを使用して、ア
プリケーションとユーザー
固有の傾向に相関関係が
あるかを調査します。履
歴データ・セットは、時
間の経過によって膨大な
サイズになるため、分析
は通常、データセンター
内部のできる限りデータ・
ストアに近い場所で実行
されます。

ビッグ・データとは、
非常に大量かつ複雑なために、従来の
データベース管理ツールやアルゴリズム
では処理が困難なデータ・セットの集
合を示す用語です。分析ソリューション
は、このような大規模なデータ・セット
の保管、索引付け、検索、視覚化、お
よびデータ・セットからの推論や結論の
導出という難問を解決します。IoTプラッ
トフォームは、構造化データと非構造化

さらに深く
「Internet of Things」の

約束を実現することは、

モバイル・デバイスで

Bluetooth や Wi-Fi をオン

にする程度の単純なこと

に思えるかもしれません。

しかし、すべてが接続さ

れた未来の世界を最大限

に活かすためには、もっと

深い部分で統合する必要

があります。

JavaOne 2013での IoT 

JavaOneとOracle OpenWorld では、開
催期間全体を通じて、「IoT in Motion」に
よって参加者の移動状況を追跡しました。
IoT in Motion は、オラクル、Eurotech、
Hitachi Communication Technologies 
America（Hitachi CTA）、Hitachi 
Consulting による共同の「Internet of 
Things」であり、さまざまな会場のカンファ
レンス参加者をカウントして追跡しました。 

オラクルの Jennifer Douglas がテク
ノロジーの概要について次のように説
明しました。「データを運用する実際の
アプリケーションの構築を手がけたのは
Hitachi Consulting です。このデータ運用
には、Oracle ExalyticsとOracle Business 
Intelligenceダッシュボードを使用してい
ます。また、Hitachi CTA の SuperJ を
Oracle Java SE Embeddedと連結し、ゲー
トウェイを経由してEurotech Everyware 
Cloud に接続して、このクラウドで生デー
タを収集します。さらに、Oracle Exalytics
がデータを集め、実際に利用できる形式
に変換します」すべてのテクノロジーが
Java 上で稼働しました。 

IoT in Motion は犬や車両と人間とを区
別できますが、立体カメラで実施すること
は空間を往来する人の登録とカウントのみ
であり、個人の特徴については一切監視
されません。 

̶Janice J. Heiss 
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データを統合し、データに対してマップ
/リデュース操作を実行し、Hadoop 分
散ファイル・システム（HDFS）などの
さまざまなファイル・システムをサポー
トする必要があります。 

前述のイベント処理に関する説明の
とおり、データの収集や整理を行う場
所と物理的に近い周辺部で分析を実行
することで、応答時間の短縮が可能な、
より階層的なシステムを構築できる場合
があります。 

IoT の具現例
組込み、IoTというシナリオにおける
Java の例として、512MB の Raspberry 
Pi を使用して家庭用ゲートウェイ・サー
バーの基礎を構築します。このゲート
ウェイは、家庭において、電気機器を
遠隔操作したり、食器洗い機などの電
化製品をプログラミングし、電気使用料
の単価（ワット時あたり）が特定のしき
い値よりも低い場合に限り電源を入れる
などの目的で使用されることが想定でき
ます。このゲートウェイを、電力会社の
ゲートウェイであるスマート・メーター
と統合することで、消費者が電力コスト
の低減によるメリットを得て、電力会社
は電力需要をより効率的に管理できると
いう意味で、すべての人にとって有益な
真の IoTソリューションを構築できます。

より現実的なソリューションを構築す
るために、ブラウザからアクセスして
制御できるように、アプリケーションを
Java サーブレットとして配置します。そ
うすることで、セキュリティ上の課題は
あるものの、どこにいてもデスクトップ、
ラップトップ、またはスマート・デバイ
スから家庭用ゲートウェイにアクセスで

きます。
注：本記事で紹介するサンプルのソー

ス・コードはこちらからダウンロードで
きます。 
少し一服：組込みの環境においては、
Java MEとJava SE から選択できます。
ターゲット・デバイスの機能やアプリ
ケーション、その他の要因から判断し
ます。たとえば、Java ME では RAM
などの必要なリソースが少なくなりま
す。しかし、本記事の例では、Oracle 
Java SE Embedded を選択します。わず
か 32MB のメモリで実行できるOracle 
Java SE Embedded は、標準的な Java
の要件と組込み開発の要件との絶妙な
バランスをとっています。さらに、この
サンプルの要件である、Java サーブレッ

トを搭載した組込み Web サーバーを実
行するという要件を満たしています。

まずは、Oracle Java SE Embedded
をダウンロードしてインストールします。
次のコマンドを使用して、ダウンロード
した .tarファイルを Raspberry Pi のホー
ム・ディレクトリに解凍します。

~/ejre1.7.0_40/bin/java ‒version を
実行してインストールをテストできます

（ディレクトリ名は実際のインストール・
ディレクトリの名前に置き換えてくださ
い）。 

次に、サーブレット・アプリケー
ションを実行するためには、Apache 
Tomcat、IBM の WebSphere Liberty 

Profile、Oracle Java Embedded Suite
などの、組込みの環境で実行するよう
に設計されたサーバーを使用できます。
サンプルのサーブレットのコードは標準
の Servlet 仕様に準拠しているため、各
サーバーで同様に動作します。ただし、
配置方法のみがやや異なります。本記
事では、コード自体について説明します。

まず、NetBeans で「Java Web」タイ
プの新規アプリケーションを作成します

（図 2）。  
筆者が試した際には、GlassFish をター
ゲット・ホストとして選択し、Raspberry 
Pi でサーブレットをホストするサーバー
としてOracle Java Embedded Suite を
使用しました。この構成によって、ロー
カルで開発しRaspberry Piと同様の配

~ $ tar xvf <filename>.tar

図 2 図 3
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置環境を使用してデバッグすることが簡
単に実現できました。

サーブレットには Gatewayという名
前を付けました。このサーブレットは、
Pi4Jライブラリを使用して、Java から
Raspberry Pi の汎用入出力（GPIO）ピ
ンに容易にアクセスできます。リスト1
に示すコードでは、Raspberry Pi の Pin 
1 を表す変数を定義しています。

Pin 1 を「high」に設定することで、
接続するデバイスに 3.3 ボルトが出力
されます。サンプルでは、このピンを
PowerSwitch Tail デバイスに接続しま
す。PowerSwitch Tail デバイスは低電
力の接続を受け入れ、その電力により
内部の ACリレー・スイッチのオン / オ
フを切り替えることで、接続された電気
機器（照明など）を制御します（図 3）。

PowerSwitch Tail の一方の先端を AC
電源に差し込みます。また、もう一方の
先端に差し込まれた AC 電源機器が制
御されます。サーブレットの残りのコー
ドでは、Pin 1 の high/low（および接
続されている機器の電源のオン / オフ）
を、URL 経由で切り替えているだけです

（リスト2）。
筆者によるサーブレットのテス

トでは、Raspberry Pi 上で稼働す
るサーブレット・エンジンにこの
サーブレットを配置し、ブラウザから

「http://<Raspberry Pi の IPアドレス
>/SmartGrid/Gateway?power=on」と
いうURL を入力してPin 1 を「high」
に設定しました。

PowerSwitch Tail を Raspberry Pi
に適切に接続し、この PowerSwitch 
Tail を AC 電源に差し込み、さらにデ
スク照明などの機器を PowerSwitch 

Tail のもう一方の先端に差し込んだ後
に前述の操作を行うことで、リモート
から機器の電源を入れることができ
ます。電源を切るためには、単純に
power パラメータの値を off に変更しま
す（http://<Raspberry Pi の IPアドレス
>/SmartGrid/Gateway?power=offと入
力）。

まとめ
優れた機能と万能性があり、Raspberry 
Pi などの小さな組込みデバイス上で稼
働でき、広範なツールやライブラリを利
用できるJavaのおかげで、開発者はまっ
たく新しいスキル・セットを身に付けな
くても、IoT の世界に足を踏み入れるこ
とができます。複数のプログラミング言
語に熟達することが求められるクロスコ
ンパイラやその他の特殊なツールを利
用して、独自の一連のツールを構築す
る時代は終わりました。Java は、現在
および未来の新しい IoTプロジェクトで
開発者を成功に導く準備をすでに整え
ています。今日の開発者は、1 つのツー
ル・セット、1 つの言語、1 つの統合さ
れた高性能 Java 仮想マシン（JVM）の
セットを利用することで、新たな可能性
を得ることができます。</article>

LEARN MORE
• Oracle Java Embedded

すべてのリストのテキストをダウンロード

import com.pi4j.io.gpio.GpioController;
...

@WebServlet(urlPatterns = {"/Gateway"})
public class Gateway extends HttpServlet {
    private static final long serialVersionUID = 1L;

    final GpioController gpio = 
            GpioFactory.getInstance();
    
    final GpioPinDigitalOutput pin = 
            gpio.provisionDigitalOutputPin( RaspiPin.GPIO_01, 
                                            "SmartGrid", 
                                            PinState.LOW);
    ...

リスト1         リスト2   
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わかりましたか ?
 
正解は次号に掲載されます。もしくはチャレンジした内容を電子メールでお送りください。 

2013 年 9 月 /10 月号で、多言語開発者の Attila Balazs がクラ
スの初期化に関するコードの課題を出しました。Balazs はデッドロックに
なるか NullPointerException をスローして、最後まで正常に実行される
ことのないコードを提示し、その修正方法を問いました。正解は 1 番と3
番の両方です。問題の根本原因は、2 つの異なるスレッドからクラスロー
ダーを呼び出せるため、デッドロックが発生することにあります。

■■ AppスレッドからApp を参照しているため、このクラスのロードと
初期化が必要です。しかし、この初期化の処理中に Controller をロー
ド（および初期化）する必要があります。

■■ このクラスはすでに main からロードしているため、mainスレッドは
AppスレッドによるAppクラスのロード / 初期化を待機しますが、同
時に Appスレッドは main によるControllerクラスの初期化を待機し
ます。

Integer を int に変更すると、コンパイラは RETRIES を定数とみなしてイン
ライン展開するため、2 つのクラス間にある依存関係が削除されます。ま
た、RETRIES を Controller 内に移動しても（RETRIES は Controllerクラス
内でのみ参照されているため、本来このクラス内にあるべき）、この依存
関係が再び壊れます。

今回は、Oracle ACE でありNuBean のコンサルタントであるDeepak 
Vohra 氏からの出題です。 

画像：I-HUA CHEN

ヒント：型パラメータ
はコンパイル時に削
除されます。

1 問題 
ジェネリクスが Java に追加されたのは比較的最近（Java SE 5 から）であ
るため、その使用法は必ずしも明確ではありません。

2 コード 
Sampleクラス内で修正すべき個所はどこですか。

import java.util.ArrayList;
import java.util.HashMap;

public class Sample{

    public <T> void setArrayList(ArrayList<T> arrayList, T t){
    }

    public <T> void setArrayList(ArrayList arrayList, Object obj){
    }

    public <T extends HashMap<K,V>> void setArrayList(ArrayList<T> arrayList){
    }

}

3 正しい修正方法はどれですか
1） setArrayListという名前のメソッドを 3 つ宣言することはできないので、最後の

setArrayList メソッドを削除する。

2）型パラメータT は HashMap<K,V> を継承できない。

3）ジェネリクスのメソッドを含む場合はクラスもジェネリクスでなければならない。

4） 最初の 2 つのメソッドのうちのどちらかを削除し、3 番目のメソッドに型パラメータK
および V を追加する。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://www.oraclejavamagazine-digital.com/javamagazine_open/20130910#pg62
http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/jp/javamagazine/Java-SO13-FixThis.pdf

	Cover
	TOC
	特集
	Smartest House On The Street
	Java アーキテクト：アジャイルの手直し

	コミュニティ
	編集長より
	Java Nation
	JCP Executive シリーズ：
Patrick Curran氏との対談

	JAVA テクノロジー
	Java アーキテクト：悪魔のJava パフォーマンス・チューニング
	Java アーキテクト：Java oncurrent Animated
	エンタープライズJava：MySQL、Hudson、Gradle、Maven、
Git によるデータベー 
ス
	エンタープライズJava ：開発チームへのメン 
バーの投入について
	エンタープライズJava ：Concurrency Utilities for Java EE
	モバイルと組込み：INTERNET OF THINGS 101

	Fix This



